
　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0001

A201400720

2014-2551

2015/01/14

(事故発生地)

新潟県

　公共施設で使用者（７０歳代）が当該
製品を使用していたところ、転倒し、左
腕を負傷した。

　○使用者が当該製品を４．８ｋｍ／ｈの一定
速で使用していたところ、走行ベルトの速度が
上がり、バランスを崩して転倒した。○事故発
生時、使用者は当該製品正面の操作パネルの下
にある金属棒に掴まっており、操作パネルや左
右の手すりにある操作ボタンには触れていなか
った。○当該製品には緊急停止用のセーフティ
ーキー（紐）があり、体に紐の端を取り付けて
引くと製品が停止する仕組みであったが、使用
者はこれを装着していなかった。○事故直後、
当該製品の走行ベルトは動いていたが、操作パ
ネルにエラー表示や速度表示が表示されていた
かは確認されていなかった。○速度調整用ボタ
ンのカバーが破損して穴が空いており、内部の
スイッチが露出していた。また、当該スイッチ
の反応が悪かった。○当該製品内部にある走行
用モーター速度検出用ディスクにホコリが付着
していた。○同じ施設に設置されている他社製
のルームランナーを運転したところ、当該製品
を接続していたコンセントの交流電源の波形に
ノイズが認められた。○事故発生時に他社製の
ルームランナーが運転していたかは特定できな
かった。また、当該型式製品はラインノイズ試
験を受けておらず、当該製品の電気的ノイズに
対する耐性がどの程度であるかは確認できなか
った。●当該製品に破損やホコリの堆積が認め
られたほか、電気的ノイズの影響を受けた可能
性も推定されたが、それらと事故との明確な因
果関係を特定するには至らなかったことから、
製品起因か否かを含め、事故原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/02/03)運動器具（ルームランナ
ー）

大広（株）

ＤＫ－１３２０ＣＡ

( 重傷 )

A201400878

2015-0010

2015/03/05

(事故発生地)

福岡県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果､○当該製品は掛け毛布であるが
、敷き毛布として使用していた。○当該製品は
接続コネクター付近の角部が焼失しており、焼
失部のヒーター線の状況が確認できなかった。
○ヒーター線の断線部及び確認されたヒーター
線に溶融痕は認められなかった。○接続コネク
ターに接触不良等により過熱した痕跡は認めら
れなかった。○電源コード及びコントローラー
は焼損しておらず、コントローラー基板の温度
調節器及び安全装置は正常に動作した。●当該
製品の動作と残存した部品に異常が認められな
かったことから、使用によりヒーター線が断線
し、その際の火花が毛布に着火した可能性が考
えられるが、焼失部のヒーター線の状況が確認
できないため、製品起因か否かを含め、事故原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/03/26)電気毛布

（株）菱電埼玉製作所（現
　三菱電機ホーム機器（株
）が事業承継）

ＳＥ－１５１Ｂ（三菱電機
ホーム機器（株）ブランド
）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0002

A201500794

2015-2650

2016/02/13

(事故発生地)

岡山県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生し、１名が死亡した。

　調査の結果、○当該製品は、本体正面左側の
下から上にかけて焼損しており、特に下側が著
しく焼損していた。○本体スタンドに内蔵され
ている首振りモーター、電源基板に出火の痕跡
は認められなかった。○電源コードは本体側の
コードプロテクター直近の電源側で溶断し、断
線部に溶融痕が認められたが、当該製品の焼損
状態から二次痕と判断した。○本体正面左側に
内蔵されているアナログ基板やデジタル基板が
著しく焼損していたが、特にアナログ基板は直
下のボイススピーカー付近から焼け上がってい
た。○本体下端左右にそれぞれ設置されたボイ
ススピーカーの焼損は著しく、１個のみ確認で
きたが、他の１個は確認できなかった。○当該
製品の直近に、他社製のハロゲンヒーターが当
該製品に正面を向く位置に置かれており、焼損
していたが、ハロゲンヒーターの製造事業者名
等は確認できなかった。●当該製品の残存する
電気部品に出火の痕跡は認められなかったが、
焼損が著しく、確認できない部品があったこと
から、製品起因か否かを含め、原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/02/24)液晶テレビ

三菱電機（株）

ＬＣＤ－２２ＭＬ１

( 火災  死亡 )

A201600020

2016-0001

2016/03/27

(事故発生地)

富山県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品内部の漏電遮断器周
辺が著しく焼損しており、漏電遮断器の外郭樹
脂は、内側より外側が著しく焼損していた。○
漏電遮断器の一次側端子付近の鋼製ねじ２本及
び黄銅製固定接点板が溶融していた。○漏電遮
断器が取り付けられていた取付板に液体が流れ
、漏電遮断器に浸入した痕跡が認められた。○
タンクを覆っている断熱材が水分を含んでいた
。○漏電遮断器以外の電気部品に、溶融痕等の
出火の痕跡は認められなかった。○使用者によ
りタンクが廃棄されたため、漏水箇所の確認は
できなかった。●当該製品の漏電遮断器内に水
分が浸入したことにより、漏電遮断器の一次側
端子間でトラッキング現象が生じて出火した可
能性が考えられるが、漏水が生じた原因が不明
であり、製品起因か否かを含め、事故原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/04/11)電気温水器

三菱電機（株）

ＳＲＴ－５５５６Ｄ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0003

A201600095

2016-0355

2016/05/09

(事故発生地)

東京都

　学習塾で当該製品を使用中、当該製品
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は過去３年間清掃さ
れておらず、内部にほこりが堆積していた。○
空気清浄部のフィルター及びファンの羽根が焼
損していた。○電気集じん部に放電痕等の出火
の痕跡は認められなかった。○基板、ファンモ
ーター等のその他の電気部品に出火の痕跡は認
められなかった。●当該製品内部に焼損が認め
られたものの、電気部品に出火の痕跡が認めら
れず、事故発生当時、製品内部に堆積していた
ほこりの状態が不明であることから、製品起因
か否かを含め、事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/05/26)空気清浄機

ダイキン工業（株）

ＡＣＭ７５Ｋ－Ｗ

( 火災 )

A201600180

2016-0779

2016/06/05

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品の内蔵リチウムイオ
ン電池セルが膨張し焼損していた。○内部のプ
リント基板等の電気部品は残存しており、焼損
等は認められなかった。○本体部の液晶が割れ
ており、外郭の隅にへこみや打痕キズが認めら
れた。●当該製品の内蔵リチウムイオン電池セ
ルが内部短絡して発煙、焼損に至ったものと推
定されるが、詳細な使用状況が不明のため、製
品起因か否かを含め、事故原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/07/11)携帯電話機（スマートフ
ォン）

Ａｐｐｌｅ　Ｊａｐａｎ（
同）

ＭＧ４７２Ｊ／Ａ

( 火災 )

A201600201

2016-0816

2016/07/00

(事故発生地)

茨城県

　当該製品を焼損する火災が発生した。
※事故発生日については不明（６～７月
と推定）

　当該製品の昇圧基板の太陽電池モジュール側
の配線接続箇所から出火したものと考えられる
が、事故発生時の状況が不明であり、当該製品
の詳細が確認できなかったことから、製品起因
か否かを含め、事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/07/19)パワーコンディショナ（
太陽光発電システム用）

三洋電機（株）（パナソニ
ック（株）ブランド）

ＶＢＰＣ２５９Ｂ（パナソ
ニック（株）ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0004

A201600237

2016-0943

2016/06/09

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○事故発生時、当該製品は運転
されていなかった。○外郭表面の樹脂部分は大
部分が焼失していた。○基板、配線、電源端子
台に出火の痕跡は認められなかった。○圧縮機
モーター、室外ファンモーター等の電気部品に
ついては、当該製品が廃棄されたため確認でき
なかった。●当該製品の残存する電気部品に出
火の痕跡は認められなかったが、焼損が著しく
、確認できない部品があったことから、製品起
因か否かを含め、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/08/04)エアコン（室外機）

日立アプライアンス（株）
（現　日立ジョンソンコン
トロールズ空調（株））

ＲＡＣ－ＡＪ２５Ｂ

( 火災 )

A201600284

2016-1084

2016/08/07

(事故発生地)

愛媛県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生し、１名が火傷を負った。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、原
形をとどめていなかった。○内部配線、コンセ
ント、スイッチ、ヒーター等が焼失して確認で
きなかった。○電源コード及び洗面ボウル内で
見つかった電線の断線部に溶融痕が認められた
。○ボウル内には、焼損した別製品の電源プラ
グが残存していたが、電源プラグ以外の電気部
品は確認できなかった。●当該製品の焼損は著
しく、確認できない部品があること、事故発生
時の詳細な使用状況が不明であることから、製
品起因か否かを含め、事故原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/08/29)コンセント付洗面化粧台

タカラスタンダード（株）

ＳＨＣ－６０ＭＫ

( 火災 )

A201600287

2016-1086

2016/08/01

(事故発生地)

愛媛県

　建物を全焼する火災が発生し、１名が
死亡した。現場に当該製品があった。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、コ
ントローラー部と電源コードの一部のみが残存
しており、ヒーター部は焼失していた。○電源
コードは、中間部の断線箇所に異常発熱した痕
跡は認められなかったが、断線部から電源プラ
グ間までが焼失して確認できなかった。○コン
トローラー部の外郭表面は焼損していたが、内
部に焼損は認められなかった。○コントローラ
ー部のスイッチつまみは、電源が「切」の位置
、温度調整は最低温度の位置にあった。●当該
製品は、外部からの延焼により焼損した可能性
が考えられるが、事故発生時の詳細な使用状況
が不明であり、焼損が著しく確認できない部品
があったことから、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　調査後、必要に応じて措置を検討する予
定。

(受付:2016/08/31)電気カーペット

パナソニック（株）

ＤＣ－２ＬＥ

( 火災  死亡 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0005

A201600314

2016-1182

2016/08/17

(事故発生地)

東京都

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、リチウムイオン電池セルの正極
端子付近から出火したものと推定されるが、当
該製品の詳細が確認できなかったことから、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/09/14)リチウム電池内蔵充電器

エレコム（株）

ＤＥ－Ｍ０１Ｌ－７８３０
ＷＨ

( 火災 )

A201600331

2016-1202

2016/09/10

(事故発生地)

東京都

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、長期使用（３８年）により、安
定器内部に使用されていたフィルムコンデンサ
ーが劣化したため絶縁不良となり、発熱し焼損
に至ったものと推定される。

　製造事業者である岩崎電気（株）及び（
一社）日本照明工業会は、ホームページに
点検・交換の推奨時期、耐用年数を表示す
るとともに、長期使用の製品に関する注意
喚起を実施している。

(受付:2016/09/20)照明器具

岩崎電気（株）

ＦＥ４１５９ＲＨ

( 火災 )

A201600345

2016-1276

2016/09/11

(事故発生地)

千葉県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品のリチウムイオン電池セルが内部短
絡したため、異常発熱して出火したものと推定
されるが、焼損が著しく、電池セルが内部短絡
した原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/09/29)リチウム電池内蔵充電器

（株）フロムアイコーポレ
ーション

ＰＯＷＥＲ　ＢＡＮＫ
１５０００

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0006

A201600354

2016-1232

2016/09/16

(事故発生地)

香川県

　当該製品及び建物を全焼する火災が発
生し、２名が軽傷を負った。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、外
郭樹脂が焼失していた。○ファンモーター、リ
レー等の残存する電気部品に出火の痕跡は認め
られなかった。○基板、内部配線、電源コード
等の電気部品が焼失して確認ができなかった。
○当該製品は３０年間使用されており、事故発
生の３年前にエアコン洗浄業者が洗浄をしてい
た。●当該製品の残存する電気部品に出火の痕
跡は認められなかったが、焼損が著しく、確認
できない部品があったことから、製品起因か否
かを含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/10/04)エアコン

（株）東芝（現　東芝ライ
フスタイル（株））

ＲＡＳ－２０５ＥＫＨ

( 火災 )

A201600361

2016-1317

2016/08/31

(事故発生地)

青森県

　駐車場で当該製品を使用中、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は全体的に焼損して
おり、特にエンジン側よりも発電装置側が著し
く焼損していた。○発電装置内のローターは著
しく焼損していたが、巻線に出火の痕跡は認め
られなかった。○エンジンは全体的に焼損して
おり、樹脂部品が焼失していた。○排気系統に
出火の痕跡は認められなかったが、燃料系統は
著しく焼損しており、燃料漏れ等の確認はでき
なかった。○その他の構成部品は廃棄されてお
り、確認できなかった。●当該製品の焼損は著
しく、確認できない部品があったことから、製
品起因か否かを含め、事故原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/10/07)発電機（携帯型）

富士重工業（株）

ＳＧＤ３０００Ｓ－Ⅲ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0007

A201600374

2016-1379

2016/09/21

(事故発生地)

東京都

　当該製品のＡＣアダプター部を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品のＤＣジャック及び
ＡＣアダプターのＤＣプラグ部が焼損していた
。○ＡＣアダプターのＤＣプラグ異極端子間に
導通が認められた。○ＡＣアダプターのＤＣプ
ラグ正極端子が変形していた。○ＡＣアダプタ
ーのＤＣプラグ正極端子表面及び負極端子の内
側に腐食が認められた。○当該製品のＤＣジャ
ック正極端子に、スパーク痕とみられる表面荒
れが認められた。○ＡＣアダプターのＤＣプラ
グ異極間樹脂にリンが含まれていたが、耐水性
加工の適否については確認できなかった。○当
該製品及びＡＣアダプターの他の部分に、出火
の痕跡は認められなかった。●当該製品は、Ａ
ＣアダプターのＤＣプラグが異常発熱し焼損し
たものと推定されるが、異常発熱した原因が、
赤リン系難燃剤の耐水性が不十分であったもの
か、プラグの変形によるものか不明であり、製
品起因か否かを含め、事故原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/10/12)ノートパソコン

（株）東芝（現　東芝クラ
イアントソリューション（
株））

ｄｙｎａｂｏｏｋ　Ｔ
３５１／５７ＣＢ

( 火災 )

A201600381

2016-1397

2016/10/01

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、インバーター基板上の高圧トラ
ンスの二次巻線が絶縁劣化によりレイヤショー
トしたため、焼損したものと推定されるが、巻
線が絶縁劣化した原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/10/14)電子レンジ

日立アプライアンス（株）

ＭＲＯ－ＤＦ６

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0008

A201600391

2016-1426

2016/09/30

(事故発生地)

高知県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品は、内蔵リチウムイ
オン電池セルが焼損していた。○電池セルの焼
損は著しく、内部の状態が確認できなかった。
○基板等のその他の電気部品に焼損は認められ
なかった。○当該製品は、本体外郭に外力によ
って生じた傷が認められた。●当該製品は、リ
チウムイオン電池セルが内部短絡したため、異
常発熱して出火したものと推定されるが、詳細
な使用状況が不明なことから、製品起因か否か
を含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/10/18)携帯電話機（スマートフ
ォン）

Ａｐｐｌｅ　Ｊａｐａｎ（
同）

ｉＰｈｏｎｅ　６　Ｐｌｕ
ｓ　ＭＧＡＪ２Ｊ／Ａ

( 火災 )

A201600403

2016-1462

2016/09/26

(事故発生地)

京都府

　当該製品を延長コードに接続して使用
していたところ、当該製品及び周辺を焼
損する火災が発生した。

　調査の結果、○定格電流が７Ａの自作の延長
コードに当該製品（１３７０Ｗ）と電気洗濯機
（定格消費電力：不明）が接続されていた。○
当該製品は電気洗濯機の上に設置されており、
樹脂製の波板で囲われていた。○当該製品は、
電源プラグに焼損が認められ、栓刃の一方がカ
シメ部で溶断しており、もう一方はカシメ部の
一部が溶融していた。○その他の電気部品に異
常は認められなかった。○延長コードのタップ
部は全体的に焼損しており、当該製品と接続さ
れた刃受金具にスパーク痕が認められた。●当
該製品は、電源プラグの栓刃と延長コードの刃
受金具間で生じた接触不良、又は栓刃のカシメ
不良により異常発熱して出火に至ったものと考
えられるが、焼損が著しいため、製品起因か否
かを含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/10/24)電気衣類乾燥機

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＮＨ－Ｄ４０Ｙ５

( 火災 )

A201600411

2016-1476

2016/10/15

(事故発生地)

埼玉県

　異音がしたため確認すると、当該製品
を焼損する火災が発生していた。

　調査の結果、○当該製品は脱衣所に設置され
た分電盤の下に設置されており、底面に水滴の
痕跡が認められた。○当該製品の直流昇圧回路
の出力側に装着された電解コンデンサーに安全
弁が作動して電解液が噴出した痕跡が認められ
た。○当該製品の電圧制御用ＩＣ、バリスター
及びパワーモジュールに焼損が認められた。●
当該製品は、直流昇圧回路の出力側に装着され
た電解コンデンサーの電圧制御用ＩＣが故障し
たことで、電解コンデンサーに過電圧が加わり
、電解コンデンサーが過熱し、内圧が上昇して
安全弁が作動し、高温の電解液が外部に噴出し
たものと推定されるが、当該製品は廃棄され、
電源制御用ＩＣの詳細が確認できないことから
、製品起因か否かを含め、事故原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/10/27)パワーコンディショナ（
太陽光発電システム用）

三洋電機（株）

ＳＳＩ－ＴＬ２７Ａ１

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0009

A201600426

2016-1442

2016/10/15

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、長期使用（１０年）により、リ
レー接点の開閉を繰り返したことで金属摩耗粉
が接点端子間に堆積し、トラッキング現象を生
じてリレーを焼損したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/11/04)電気カーペット

松下電工（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＤＲ２００３Ａ１

( 火災 )

A201600451

2016-1467

2016/10/27

(事故発生地)

岡山県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品は液晶画面側の保護
ガラスが割れて中央部が膨らんでおり、背面側
はリチウムポリマー電池セルの装着部分を中心
に焼損していた。○当該製品内部は内蔵の電池
セルと接する部分が著しく焼損していた。○基
板に出火の痕跡は認められなかった。○電池セ
ルの内部電極に局所的な変形やしわ等は認めら
れなかった。●当該製品のリチウムポリマー電
池セルから出火した可能性が考えられるが、詳
細な使用状況が不明のため、製品起因か否かを
含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/11/16)携帯電話機（スマートフ
ォン）

サムスン電子ジャパン（株
）（ＫＤＤＩ（株）　ａｕ
ブランド）

ＳＣＶ３３（ＫＤＤＩ（株
）　ａｕブランド）

( 火災 )

A201600460

2016-1653

2016/11/07

(事故発生地)

大阪府

　異音がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生していた
。

　当該製品は、バッテリーパック内のリチウム
イオン電池セルに異物が混入したため、異常発
熱して出火したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/11/18)ノートパソコン

富士通（株）（現　富士通
クライアントコンピューテ
ィング（株））

ＦＭＶＡ５３ＵＲ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0010

A201600504

2016-1770

2015/11/28

(事故発生地)

北海道

　当該製品に電気製品を接続して使用中
、当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。（A201500504、A201500575
と同一事故）

　調査の結果、○当該製品は１口の延長コード
であり、事故発生当時、食器洗い乾燥機（
１１６５Ｗ）の電源プラグが接続され、使用中
であった。○当該製品のタップ側樹脂と食器洗
い乾燥機の電源プラグが焼損していた。○当該
製品のタップ側の刃受金具には、食器洗い乾燥
機の電源プラグの栓刃が固着しており、固着部
に溶融痕が認められた。○当該製品のタップ内
部は、刃受金具が溶融していたが、電源コード
とのカシメ部に異常は認められなかった。○食
器洗い乾燥機の電源プラグ内部の栓刃カシメ部
は、周辺の樹脂が炭化、焼損しており、両極と
も電源コードとの接続部で溶断し、カシメ部及
びコード断線部に溶融痕が認められた。●当該
製品の刃受金具と食器洗い乾燥機の電源プラグ
の栓刃間での接触不良、又は食器洗い乾燥機の
電源プラグ内部の栓刃のカシメ不良により、異
常発熱して出火したものと推定されるが、当該
製品と電源プラグとの接続部の焼損が著しく、
製品起因か否かを含め、事故原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/12/05)延長コード

（株）ヤザワコーポレーシ
ョン

２００ＣＯＲＤ４

( 火災 )

A201600513

2016-1779

2015/11/28

(事故発生地)

北海道

　当該製品に電気製品を接続していたと
ころ、当該製品及び周辺を焼損する火災
が発生した。（A201500558と同一事故
）

　調査の結果、○当該製品は、電気洗濯乾燥機
の電源プラグとの接続部が著しく焼損しており
、刃受金具の間隔が広がり、刃受金具先端に溶
融痕が認められた。○壁コンセントに接続され
ていた当該製品の栓刃及び壁コンセントから出
火した痕跡は認められなかった。○電気洗濯乾
燥機の電源プラグが著しく焼損し、一方の栓刃
は電源プラグ樹脂外部で溶断し、破断面に溶融
痕が認められたが、破断した栓刃の電源コード
接続側は確認できなかった。もう一方の栓刃は
、電源プラグ樹脂内部のカシメ部で溶断してお
り、断線部に溶融痕が認められた。○電気洗濯
乾燥機の電源コードは、栓刃とのカシメ部付近
で断線しており、断線部に溶融痕が認められた
。○電気洗濯乾燥機の電源スイッチは、事故発
生時、「切」の状態であり、使用されていなか
った。●当該製品の刃受金具と電気洗濯乾燥機
の電源プラグの栓刃間で接触不良によるスパー
クが発生し、出火に至ったものと推定されるが
、当該製品と電源プラグとの接続部の焼損が著
しいため、製品起因か否かを含め、事故原因の
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/12/08)マルチタップ

（株）オーム電機

不明

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0011

A201600517

2016-1800

2016/10/25

(事故発生地)

茨城県

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品をベッドの枕元で充
電中、異臭がし発煙した。○当該製品外観は、
左側面が著しく焼損しており、他社製の樹脂製
保護カバーが外側に向かって溶融していた。○
保護カバーを装着した状態の外観からは、へこ
みや外部応力の痕跡は認められなかったが、カ
バーを外した底面の左右角に複数の傷が認めら
れた。○リチウムイオン電池セルに焼損した痕
跡が認められたが、内部の詳細な確認ができな
かった。●当該製品のリチウムイオン電池セル
から出火したものと推定されるが、詳細な内部
状況が確認できず、事故発生以前の使用状況が
不明のため、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/12/12)携帯電話機（スマートフ
ォン）

Ａｐｐｌｅ　Ｊａｐａｎ（
同）

ｉＰｈｏｎｅ　６ｓ　ＭＫ
ＱＲ２Ｊ／Ａ

( 火災 )

A201600530

2016-1820

2016/11/23

(事故発生地)

滋賀県

　事務所でお湯を沸かしている最中に当
該製品を持ち上げたところ、当該製品か
らお湯がこぼれて足を火傷した。

　調査の結果、○当該製品は事故発生後に一旦
廃棄されたため著しく損傷しており、容器の半
透明樹脂と電源スタンドが未回収であった。○
ヒーター部に異常は認められなかった。○当該
製品のサーモスタットを同等品に取り付けて動
作確認したところ、異常は認められなかった。
○容器の本体樹脂は内側が著しく劣化して白い
粉が発生していた。●当該製品は、事故発生後
に一旦廃棄されたため著しく損傷しており、破
片や部品の一部が未回収であることと、詳細な
使用状況が不明であることから、製品起因か否
かを含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/12/16)電気ケトル

（株）アサヒ

ＳＬ－２８Ａ

( 重傷 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0012

A201600544

2016-1880

2016/11/30

(事故発生地)

神奈川県

　店舗で当該製品を焼損する火災が発生
した。

　調査の結果、○当該製品が紙詰まりを起こし
たため、紙を除去したところ、内部に炎を確認
した。○当該製品には他社製ドラムユニットが
使用されており、ドラムユニット自体の焼損は
確認できなかったが、ドラムユニットに隣接す
る当該製品内部の高圧端子部周辺の樹脂に著し
い焼損が認められた。○他社製ドラムユニット
のコロナワイヤーは断線し、ワイヤーの大部分
とワイヤー両端の丸形端子が確認できなかった
。○当該製品の高圧端子部において、スパーク
発生によるエラー記録が複数回確認された。○
純正品のドラムユニットのコロナワイヤーを断
線させたところ、コロナワイヤーがドラムユニ
ット外の高圧端子部に触れることは確認できな
かった。●当該製品の高圧端子部においてスパ
ークが発生したため、周囲の樹脂が溶融、焼損
したものと推定されるが、焼損が著しく、確認
できない部品があったことから、製品起因か否
かを含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/12/27)プリンター（複合機）

ブラザー販売（株）

ＭＦＣ－７３４０

( 火災 )

A201600565

2016-1905

2016/12/14

(事故発生地)

奈良県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、外郭の樹脂部品
が溶融、焼失していた。○コンプレッサー、フ
ァンモーター、シーズヒーター、熱交換器及び
基板の残存部分に出火の痕跡は認められなかっ
た。○電源プラグ及び電源コードの一部が確認
できず、残存する電源コードは、本体から約
７０ｃｍの位置で断線していたが、断線部に溶
融痕やスパーク痕は認められなかった。○コン
プレッサー用及びファンモーター用コンデンサ
ー、サーミスター等が確認できなかった。●当
該製品の残存する部品から出火の痕跡は認めら
れなかったが、焼損が著しく、確認できない部
品があったことから、製品起因か否かを含め、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/01/05)除湿機

日立栃木エレクトロニクス
（株）（現　日立レフテク
ノ（株））

ＲＤ－１０４０ＤＫ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0013

A201600570

2016-1906

2016/12/13

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品はポリエステル樹脂
に電極や発熱体を印刷し２枚貼り合わせて密封
されたものであり、電極部を中心に焼損してい
た。○当該製品の電極上にステープルが打たれ
ており、ステープル周辺の電極が焼失していた
。○焼損した電極付近の発熱体に異常は認めら
れなかった。○当該製品は、電極及び発熱体以
外の部位に「釘打ち可能」と表示されており、
当該部位に打たれていたステープル周辺に異常
は認められなかった。○化学分析の結果、焼損
部周辺から当該製品には含まれないカリウムが
検出されたことから、お茶等のカリウムを含む
水分が浸入したと考えられた。○同等品の電極
を全断線させ、断線部にお茶を滴下した状態で
通電させた結果、断線部がスパークして発煙し
、当該製品と同様の焼損状態となった。○同等
品の電極上にステープルを打ち、当該部にお茶
を滴下した状態で通電させた結果、発煙等の異
常は認められなかった。●当該製品は、電極上
にステープルが打たれたことで電極の密封性が
保持されなくなり、浸入した水分が電極の断線
部に達したことでスパークしたものと推定され
るが、電極の断線した時期や経緯が不明であり
、製品起因か否かを含め、事故原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/01/06)電気式床暖房

富士ネームプレート（株）
（現　宮坂ゴム（株）に事
業承継）

ＦＮＰ－１８０９０Ｖ
２００－３０３

( 火災 )

A201600578

2016-1946

2017/01/01

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、バッテリーパック内部のリチウ
ムイオン電池セルに異物が混入したため、内部
短絡が生じて異常発熱し、出火したものと推定
される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/01/12)ノートパソコン

パナソニック（株）

ＣＦ－Ｓ９ＪＹＦ１ＤＣ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0014

A201600595

2016-1974

2016/12/26

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、温度ヒューズの可動切片が変形
していたため接点が離れず、ヒーターが異常過
熱し出火したものと推定されるが、使用者が不
具合を認識していたにもかかわらず、電源プラ
グをコンセントから抜かず、その場を離れたこ
とも事故発生に影響したものと考えられる。　
なお、取扱説明書には、「電源プラグを差した
状態でアイロンから離れない。明らかな損傷が
あった場合は使用しない。」旨、記載されてい
る。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/01/16)スチームアイロン

（株）グループセブジャパ
ン

ＦＶ４６７０Ｊ０

( 火災 )

A201600597

2016-1976

2017/01/08

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用後、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（２０年）により、接
着剤の劣化により外れたヒーター線が交差した
ことで異常発熱し、また座布団を当該製品の上
に置いて使用していたため、蓄熱して焼損した
ものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/01/17)電気ミニマット

森田電工（株）（現　（株
）ユーイング）

ＦＺ－６３

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0015

A201600602

2016-1982

2016/12/29

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品を焼損し
、周辺を汚損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、加熱コイル部分
の全体が黒く変色しており、加熱コイル（許容
温度１８０℃）に溶融痕が認められた。○当該
製品は、制御基板に接続される加熱コイルの引
出線部が２本とも部分的に腐食し、３５本ある
素線のうち１０本程度が断線していた。○当該
製品の制御基板に出火の痕跡は認められず、電
流ヒューズは溶断していなかった。○当該製品
の冷却ファン、ファンモーター、プラグ受部及
び操作基板に異常は認められなかった。○類似
品で加熱コイルの引出線を１５本断線させた状
態で再現試験を実施したが、発煙等は生じなか
った。●当該製品は、加熱コイルが異常発熱し
て絶縁が破壊され、加熱コイルの一部が短絡、
スパークして周辺の樹脂が着火したものと考え
られるが、詳細な使用状況等が不明であること
から、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/01/18)ＩＨ調理器

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＫＺ－Ｐ５５

( 火災 )

A201600610

2016-2006

2016/12/09

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品の残存する電気部品に出火の痕跡は
認められなかったが、焼損が著しく確認できな
い部品があったこと、詳細な使用状況が不明な
ことから、製品起因か否かを含め、事故原因の
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、輸入事業者であるユ
アサプライムス（株）では、当該製品を含
む対象機種について、強弱切り替え用ダイ
オードの不具合により、出火に至るおそれ
があることから、事故の再発防止を図るた
め、２０１６年（平成２８年）３月１９日
よりホームページに情報を掲載し、新聞社
告を行うとともに、販売店への協力要請を
行い、対象製品について無償点検及び修理
を実施している。

(受付:2017/01/20)電気ストーブ（カーボン
ヒーター）

ユアサプライムス（株）

ＫＹＡ－Ｃ９１５Ｒ又はＹ
Ａ－Ｃ９４５ＳＲ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0016

A201600624

2016-2054

2017/01/15

(事故発生地)

京都府

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（１０年）により、室
外機ファンモーター制御用リレーの端子間でト
ラッキング現象が発生し、出火に至ったものと
推定されるが、トラッキング現象が発生した原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/01/27)エアコン

（株）コロナ

ＣＳＨ－２２９Ｃ

( 火災 )

A201600628

2016-2060

2017/01/09

(事故発生地)

青森県

　異臭がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生していた
。

　調査の結果、○当該製品の前面左下部が著し
く焼損していた。○当該製品に内蔵されている
基板のうち、電源基板と電源スイッチ基板以外
の基板に異常は認められなかった。○電源基板
は著しく焼損しており、確認できない部品があ
った。○電源スイッチ基板は確認できなかった
が、電源スイッチ本体は通電された状態だった
。○電源コード及び電源プラグに出火の痕跡は
認められなかった。●当該製品の残存する電気
部品に出火の痕跡は認められなかったが、焼損
が著しく、確認できない部品があったことから
、製品起因か否かを含め、事故原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/01/27)液晶テレビ

三菱電機（株）

ＬＣＤ－３２ＭＸ４０

( 火災 )

A201600648

2016-2121

2017/01/22

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、タイマーモーターの接続端子間
でトラッキング現象が発生して出火し、周辺の
樹脂に延焼したものと考えられるが、端子付近
の焼損が著しく確認できない部品もあり、製品
起因か否かを含め、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/02/02)電気温風機（セラミック
ファンヒーター）

三洋電機（株）

Ｒ－ＨＣＦ１２

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0017

A201600652

2016-2124

2017/01/20

(事故発生地)

大阪府

　車両内で当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生した。

　当該製品は、リチウムイオン電池セルが異常
発熱して焼損し、出火に至った可能性が考えら
れるが、焼損が著しく、確認できない部品があ
ったことから、製品起因か否かを含め、事故原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/02/03)ノートパソコン

富士通（株）（現　富士通
クライアントコンピューテ
ィング（株））

ＦＭＶＸＮＢＧＪ２Ｚ

( 火災 )

A201600658

2016-2147

2017/01/25

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、ＡＣアダプターとＡＣ電源コー
ドコネクターの端子接続部で絶縁不良が生じた
ため、異極間が短絡して異常発熱し、出火に至
ったものと考えられるが、焼損が著しく、絶縁
不良が生じた原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/02/06)ノートパソコン

日本ヒューレット・パッカ
ード（株）（現　（株）日
本ＨＰ）

ＬＺ８２３ＰＡ

( 火災 )

A201600697

2016-2272

2017/02/12

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、温度ヒューズとヒーター線の端
子接続部で接触不良が生じ、異常発熱して出火
に至ったものと推定されるが、接続端子が焼失
しており、接触不良が発生した原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/02/20)電気こたつ（ペット用）

ドギーマンハヤシ（株）

０８ＡＳＱＣＥ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0018

A201600699

2016-2273

2017/02/09

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品を焼損し
、周辺を汚損する火災が発生した。

　当該製品は、製造事業者の系列業者が修理を
行った際に、内部配線の圧着端子接続にカシメ
不良があったため、接続部で異常発熱が生じ、
出火して周辺の樹脂に延焼したものと推定され
る。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/02/20)食器洗い乾燥機（ビルト
イン式）

リンナイ（株）

ＲＫＷ－４０２Ａ

( 火災 )

A201600701

2016-2274

2017/02/03

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（２９年）により、コ
ントローラー内のリレー接点の開閉が繰り返さ
れたため、接点が荒れて異常発熱し、リレー外
郭樹脂が焼損したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/02/20)電気カーペット

シャープ（株）

ＨＪ－Ｓ２７２

( 火災 )

A201600713

2016-2297

2016/12/07

(事故発生地)

千葉県

　事務所で当該製品に電気製品を接続し
て使用中、当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生した。（20161930と同一事
故）

　調査の結果、○当該製品は事業者が貸出し用
として提供している電源プラグ変換アダプター
の導通確認用として、複数の従業員によって多
数の電源プラグ変換アダプターを次々に交換し
て使用されていた。○当該製品を電源プラグ変
換アダプターに差し込んだ瞬間に、火花が散り
２０ｃｍほどの火柱が上がった。○当該製品は
電源プラグ変換アダプターとの接続面を中心と
して、著しい焼損が認められた。○当該製品の
一方の栓刃は中間部で溶断し、もう一方の栓刃
は確認できなかった。○電源ラインの電極部及
び栓刃可動用のばね部等の部品が確認できなか
った。●当該製品は内部で異極間短絡が発生し
た可能性が考えられるが、事故発生前の製品の
状況が不明であり、焼損が著しく、確認できな
い部品があったことから、製品起因か否かを含
め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/02/23)充電器（充電式無線ＬＡ
Ｎルーター用）

ＰＱＩ　Ｊａｐａｎ（株）

Ｃ３００Ａ０１ＪＰ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0019

A201600717

2016-2298

2017/02/14

(事故発生地)

大阪府

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生し、１名が死亡した。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、台
座等の樹脂部品が焼失していた。○当該製品の
電源プラグは市販品に交換されており、電源コ
ードが仕様（１８０ｃｍ）よりも約２０ｃｍ短
くなっていた。○当該製品の電源コードは、製
品側の引出部付近が断線し、先端に溶融痕が認
められた。○当該製品の内部配線は、基板に接
続されていたと推定される部分に溶融痕が認め
られた。○本体内部のヒーター、首振りモータ
ー、転倒時オフスイッチ及び温度過昇防止装置
に出火の痕跡は認められなかった。●当該製品
の基板に接続された配線に溶融痕が認められた
ことから、ターミナル基板付近から出火した可
能性が考えられるが、焼損が著しく、詳細な使
用状況が不明であることから、製品起因か否か
を含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/02/24)電気ストーブ（カーボン
ヒーター）

（株）山善

ＡＣ－Ｐ９００

( 火災  死亡 )

A201600727

2016-2320

2017/02/20

(事故発生地)

大阪府

　事務所で当該製品の電源を入れたとこ
ろ、当該製品及び周辺を焼損する火災が
発生した。

　当該製品は、ＡＣインレット部付近で異常発
熱して出火したものと推定されるが、ＡＣイン
レット部の焼損が著しく、異常発熱の原因が、
ＡＣインレットとインレットプラグの接触不良
によるものか、タンクからの漏水によりＡＣイ
ンレット内部でトラッキング現象が発生したこ
とによるものか不明のため、製品起因か否かを
含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、製造事業者であるユ
ーキャン（株）では、使用頻度や部品の劣
化具合によっては、ＡＣインレットとイン
レットプラグの接続部で発熱等に至るおそ
れがあるとして、２０１３年（平成２５年
）４月より販売先に個別連絡し、対象製品
の点検を実施している。

(受付:2017/03/01)加湿器（スチーム式）

ユーキャン（株）

ＨＤ－Ｍ１１００

( 火災 )

A201600737

2016-2308

2017/02/05

(事故発生地)

群馬県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生し、１名が死亡した。

　調査の結果、○当該製品は、１つのモーター
により頭部の上昇下降のみを行う介護用ベッド
であり、鉄製フレームは電装ボックス付近が著
しく焼損していた。○当該製品の手元スイッチ
やマイクロスイッチ、内部配線、駆動部のモー
ター等、備付け２口コンセントに出火の痕跡は
認められなかった。○電装ボックス内の基板は
著しく焼損し、コンデンサーが確認できなかっ
た。○その他の基板上の部品及び基板の銅箔パ
ターンに溶融痕等の出火の痕跡は認められなか
った。○当該製品の電源コードは、栓刃から
１６．５ｃｍの箇所に溶融痕が認められたが、
一次痕、二次痕の特定には至らなかった。●当
該製品は、電気部品の焼損が著しく、確認でき
ない部品があったことから、製品起因か否かを
含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/03/03)介護ベッド

フランスベッド（株）

不明

( 火災  死亡 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0020

A201600763

2016-2442

2017/01/11

(事故発生地)

東京都

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○事故現場には、当該製品を含
めて多数の電気製品があった。○当該製品は不
織布プレフィルター、活性炭フィルター及び紫
外線ランプで水を洗浄する構造であったが、廃
棄されており確認できなかった。●当該製品は
既に廃棄されており確認できず、事故発生時の
詳細な状況も不明なことから、製品起因か否か
を含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/03/16)浄水器

日本アムウェイ（同）

ｅＳｐｒｉｎｇⅡ

( 火災 )

A201600794

2017-0009

2017/02/28

(事故発生地)

栃木県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品は、太陽光パネルに
よりニッケル水素電池の充電を行い、蓄電した
ニッケル水素電池によりＬＥＤが点灯するもの
であった。○当該製品の外郭の側面には穴が空
いていたが、当該製品の外郭に溶融や焼損は認
められなかった。○ニッケル水素電池は破裂し
て内部部品が外部に飛び出していたが、負極活
物質の水素吸蔵合金は確認できず上蓋とスプリ
ングのみ確認された。○当該製品の本体スイッ
チ、太陽光パネル、電源スイッチ及び基板に焼
損等は認められなかった。○同等品を用いて再
現試験を行ったところ、過充電試験においてニ
ッケル水素電池が破裂した際に火花等は認めら
れず、暴露した水素吸蔵合金を紙に置いたが、
紙が焦げたり、燃えたりする現象は確認できな
かった。●当該製品に内蔵されたニッケル水素
電池が破裂していたが、事故発生時の詳細状況
が不明であり、電池の破裂と火災の因果関係に
ついては判断できず、製品起因か否かを含め、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/03/29)照明器具（ソーラー充電
式、屋外用）

（株）武田コーポレーショ
ン（（株）大創産業ブラン
ド）

ライト－３１（（株）大創
産業ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0021

A201700001

2017-0048

2017/03/04

(事故発生地)

群馬県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生し、１名が火傷を負った。

　調査の結果、○使用者が芝生の上にしゃがん
でいたところ、突然ズボンの後ろポケットに入
れていた当該製品から発煙した。○当該製品は
外郭が変形しており、中央下から左側面にかけ
て炭化し、本体左側面が焼損していた。○リチ
ウムイオン電池セルは内部の中央下から左側面
にかけて炭化し、左側面から内容物が噴出、焼
損していた。○その他の電気部品に異常は認め
られなかった。●当該製品は、リチウムイオン
電池セルが内部短絡したため、異常発熱して出
火したものと推定されるが、詳細な使用状況が
不明なことから、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/04/03)携帯電話機（スマートフ
ォン）

Ａｐｐｌｅ　Ｊａｐａｎ（
同）

ｉＰｈｏｎｅ　６ｓ　Ｐｌ
ｕｓ　ＭＫＵ８２Ｊ／Ａ

( 火災 )

A201700011

2017-0060

2017/03/19

(事故発生地)

東京都

　公共施設で当該製品を使用中、当該製
品及び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品の切替スイッチを「入」の状態のま
ま収納されていたこと及び蓋にそりが生じてい
たため安全スイッチが正常に作動せず、ヒータ
ーの熱により蓋が焼損したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/04/06)電熱ヒーター

（株）創巧野々田

Ｌ８０１

( 火災 )

A201700013

2016-2431

2017/03/15

(事故発生地)

石川県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品の電源コードは壁フ
ックに掛けられていた。○当該製品は焼損して
おり、外郭樹脂は焼失していた。○制御基板は
確認できなかった。○電源コードは、電源プラ
グから約９１ｃｍの位置で断線し、溶融痕が４
か所認められたが、一次痕、二次痕の特定には
至らなかった。○その他の電気部品に出火の痕
跡は認められなかった。●当該製品の焼損は著
しく、確認できない部品があったことから、製
品起因か否かを含め、事故原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/04/07)電気炊飯器

象印マホービン（株）

ＮＳ－ＷＦ１８型

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0022

A201700017

2017-0062

2017/03/28

(事故発生地)

新潟県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品内部の電源線が異常発熱して出火し
たものと推定されるが、電源線が異常発熱した
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/04/07)温水式浴室換気乾燥暖房
機

（株）ノーリツ

ＢＤＶ－４１０１ＷＫＮ

( 火災 )

A201700020

2017-0083

2016/09/19

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　調査の結果、○使用者が当該製品を落とした
際、当該製品から出火した。○当該製品内部の
リチウムポリマー電池セル２個のうち、一方の
電池セルが著しく焼損していた。○基板に焼損
が認められたが、銅箔パターンの溶融等、出火
の痕跡は認められなかった。○ソーラーパネル
に焼損が認められたが、銅箔パターンの溶融等
、出火の痕跡は認められなかった。●当該製品
内部のリチウムポリマー電池セルが異常発熱し
て出火に至った可能性が考えられるが、当該製
品の焼損が著しく、事故発生時に使用者が当該
製品を落下させていることから、製品起因か否
かを含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/04/11)ソーラー式充電器

（株）Ｃ＆Ｄ

ＬＹ　ｓｏｌａｒ
　１００００

( 火災 )

A201700044

2017-0057

2017/03/28

(事故発生地)

高知県

　ビニールハウスで当該製品及び周辺を
焼損する火災が発生した。

　当該製品は、残存する電気部品に出火した痕
跡は認められず、外部からの延焼により焼損し
た可能性が考えられるが、焼損が著しく、確認
できない部品があったことから、製品起因か否
かを含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/04/21)電気冷蔵庫

（株）東芝（現　東芝ライ
フスタイル（株））

不明（ＧＲ－Ｋ３６Ｍ又は
ＧＲ－Ｋ３６０Ｍ）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0023

A201700048

2017-0157

2017/03/28

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生し、１名が死亡した。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、金
属製の外郭背面に溶融による穴が複数認められ
た。○当該製品の前面は液晶部分が焼失し、内
部の基板及び内蔵リチウムイオン電池セルが脱
落し、いずれも確認できなかった。●当該製品
の焼損は著しく、確認できない部品があったこ
とから、製品起因か否かを含め、事故原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/04/24)携帯電話機（スマートフ
ォン）

Ａｐｐｌｅ　Ｊａｐａｎ（
同）

ＭＧ４７２Ｊ／Ａ

( 火災  死亡 )

A201700049

2017-0158

2017/03/13

(事故発生地)

群馬県

　作業場で当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は全体的に著しく焼
損しており、樹脂部品は焼失していた。○切替
スイッチの焼損は著しく、４つの端子のうちヒ
ーター及び加湿用ヒーター管への配線の端子は
焼失していた。○転倒時オフスイッチは焼失し
ていた。○ヒーター管、加湿用ヒーター管、温
度過昇防止装置、内部配線に溶融痕等の出火の
痕跡は認められなかった。○電源コードは本体
付近で断線し、断線部に溶融痕が認められたが
、一次痕、二次痕の特定には至らなかった。●
当該製品の焼損は著しく、確認できない部品が
あったことから、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/04/25)電気ストーブ

小泉成器（株）

ＫＥＨ－０８５３

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0024

A201700063

2017-0197

2017/04/00

(事故発生地)

三重県

　温室で当該製品をコンセントに接続し
ていたところ、当該製品及び周辺を焼損
する火災が発生した。（A201700061と
同一事故）

　調査の結果、○当該製品には、延長コードと
温度センサーを介して電気温風機（１０００Ｗ
）２台と換気扇（２３Ｗ）２台を接続しており
、電気温風機が同時に作動すると当該製品の接
続可能な最大電力（１５００Ｗ）を超える状態
であった。○当該製品は、電源プラグの焼損が
著しかったが、コードコネクターボディ及び電
源コードに出火の痕跡は認められなかった。○
電源プラグ内部の栓刃と電源コードのカシメ部
は両極とも溶融し、電源コードの芯線はカシメ
部の根元で溶断していた。○栓刃は両極とも溶
断し、コンセントの刃受金具に溶着していたが
、栓刃の溶断は、溶融したカシメ部よりも電源
供給側に位置するため、二次的に生じたものと
判断した。●当該製品は、過負荷や使用環境の
影響で栓刃とコンセントの刃受金具との接続部
で接触不良が生じた、又は電源プラグ内部の栓
刃のカシメ不良により接触不良が生じたため、
異常発熱により電源プラグ内部でトラッキング
現象が発生して出火したと考えられるが、電源
プラグの焼損が著しく、製品起因か否かを含め
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/05/01)延長コード

（株）モリトク

ＤＺ－１９

( 火災 )

A201700064

2017-0132

2017/04/12

(事故発生地)

長崎県

　当該製品及び建物を全焼する火災が発
生し、１名が死亡、１名が軽傷を負った
。

　調査の結果、○当該製品はベッドから約２０
ｃｍ離れた場所で発見されており、近くには可
燃物（布団等）があった。○当該製品の焼損は
著しく、樹脂製外郭等の樹脂部分は溶融、焼失
しており、電源コードの絶縁被覆は全て焼失し
ていた。○電源コードがコードプロテクター付
近で断線し、短絡痕が認められたが、断線部は
応力が加わらない位置であることから二次痕と
判断した。○転倒時オフスイッチの接点部、出
力切替スイッチの一部等が確認できなかった。
○電源プラグやヒーター等のその他の電気部品
に出火の痕跡は認められなかった。●当該製品
に可燃物が接触し焼損した可能性が考えられる
が、事故発生時の状況が不明であり、確認でき
ない部品があったことから、製品起因か否かを
含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/05/02)電気ストーブ

（株）電響社

ＤＳ－Ｃ８０Ｆ－ＷＨ

( 火災  死亡 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0025

A201700068

2017-0216

2017/03/27

(事故発生地)

千葉県

　当該製品をコンセントに接続していた
ところ、当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生した。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、樹
脂部品の大部分が溶融、焼失していた。○電源
基板及び制御基板の焼損は著しく、実装部品の
大部分が焼失して確認できなかった。○電源コ
ードは焼損、断線していたが、出火の痕跡は認
められなかった。○その他の残存する電気部品
に出火の痕跡は認められなかった。●当該製品
の残存する電気部品に出火の痕跡は認められな
かったが、焼損が著しく、確認できない部品が
あったことから、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/05/08)電気炊飯器

タイガー魔法瓶（株）

ＪＡＧ－Ｈ１００

( 火災 )

A201700069

2017-0124

2017/04/10

(事故発生地)

熊本県

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品の本体に焼損は認め
られなかったが、本体からバッテリーパックが
飛び出した状態で焼損しており、また、安全弁
を中心に裂けて大きく変形していた。○本体の
四隅の角に落下痕が多数見られ、背面カバーの
下部に割れが認められた。○本体内部に出火の
痕跡は認められず、同等品のバッテリーパック
を取り付けたところ、当該製品は正常に動作し
た。○バッテリーパック内のリチウムイオン電
池セルは、正極側電極板及びセパレーターの大
部分が焼失しており、負極側電極板は表面のカ
ーボン塗布剤が焼損してはく離し、基材の銅箔
は焼損し、複数の焦げた穴空きが認められた。
○バッテリーパックに内蔵されていた充電回路
（過充電保護回路）は焼損しており、異常の有
無は確認できなかった。●当該製品のバッテリ
ーパック内部のリチウムイオン電池セルで内部
短絡が生じ、異常発熱して焼損したものと推定
されるが、焼損が著しく、外部から応力が加わ
った可能性もあるため、内部短絡が生じた原因
は不明であり、製品起因か否かを含め、事故原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/05/09)携帯電話機（スマートフ
ォン）

サムスン電子ジャパン（株
）（（株）ＮＴＴドコモブ
ランド）

ＳＣ－０４Ｆ（（株）ＮＴ
Ｔドコモブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0026

A201700076

2017-0134

2017/03/27

(事故発生地)

富山県

　当該製品を布団の中で使用中、当該製
品が破裂し、脚に火傷を負った。

　調査の結果、○使用者は就寝中に当該製品を
布団の中で通電しながら使用していた。○当該
製品は３層の袋状であり、３層とも熱溶着部の
縁が裂けていた。○３箇所（４０℃、６５℃及
び８５℃）のサーモスタットのうち、６５℃の
サーモスタット接点の表面に荒れが認められた
ものの、６５℃及び８５℃のサーモスタットは
事業者により分解されていたため動作確認はで
きなかった。○４０℃サーモスタットは正常に
動作した。○同等品を用いた再現試験では、破
裂に至る異常は認められなかった。●当該製品
は、使用中に内圧が過剰に上昇したために破裂
した可能性が考えられるが、サーモスタットの
作動状況が確認できず、事故発生時の状況が不
明のため、製品起因か否かを含め、原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/05/12)電気蓄熱式湯たんぽ

スリーアップ（株）

ＲＣＷ－２８

( 重傷 )

A201700083

2017-0258

2017/05/07

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、脱水槽下部のモ
ーター周辺が焼損しており、コンデンサーの設
置箇所周辺が著しく焼損していた。○モーター
の進相コンデンサーは、安全弁だけが残存して
おり、本体部分は焼失していた。○その他の電
気部品に出火の痕跡は認められなかった。○当
該製品は庭の雨が直接当たる場所に設置されて
いたが、進相コンデンサーは１つにモールドさ
れた構造になっており、内部に水分が浸入する
可能性は低いと考えられた。○取扱説明書には
、｢雨の当たる屋外では使用できない。｣旨の注
意表示があるが、使用者が購入した通販サイト
には、｢屋外向け、外用｣の表示があった。●当
該製品は、コンデンサーが内部から出火して、
周囲の樹脂に延焼したものと推定されるが、コ
ンデンサーの出火原因が部品不良によるものか
、雨水の浸入によるものか不明のため、製品起
因か否かを含め、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/05/16)電気洗濯機

（株）シービージャパン

ＴＯＭ－０５

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0027

A201700088

2017-0267

2017/05/07

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品の焼損は著しく、確認できない部品
があったことから、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/05/19)電気ストーブ（オイルヒ
ーター）

日本フィリップス（株）（
現　（株）フィリップス・
ジャパン）

ＨＤ３４６８

( 火災 )

A201700090

2017-0268

2017/05/01

(事故発生地)

東京都

　店舗で当該製品を焼損する火災が発生
した。

　当該製品は、スイッチ内部で異常発熱し、出
火に至ったものと推定されるが、スイッチ部の
焼損が著しいため、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/05/19)スチームアイロン

（株）グループセブジャパ
ン

ＩＳ３３６０Ｊ１

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0028

A201700096

2017-0151

2017/04/18

(事故発生地)

石川県

　異臭がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生しており
、１名が頭部に火傷を負った。

　調査の結果、○当該製品本体に異常は認めら
れず、新品のバッテリーパックを装着したとこ
ろ、正常に動作した。○バッテリーパックは、
膨張して焼損が著しく、保護回路基板部分は焼
失しており確認できなかった。また、２か所あ
る安全弁のうち、１か所が開放していた。○バ
ッテリーパックのリアカバー側中央部で、リチ
ウムイオン電池セルに線状のへこみが認められ
た。○電池セルの正極板とセパレータは炭化し
ており、負極板の一部に損傷が認められ、外側
の焼損が著しかった。○リアカバーにへこみ等
、外部から応力が加わった痕跡は認められなか
った。●当該製品のバッテリーパック内部のリ
チウムイオン電池セルで内部短絡が生じ、異常
発熱して焼損したものと考えられるが、電池セ
ルにへこみが認められ、外部から応力が加わっ
た可能性もあるため、内部短絡が生じた原因は
不明であり、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/05/22)携帯電話機（スマートフ
ォン）

サムスン電子ジャパン（株
）（（株）ＮＴＴドコモブ
ランド）

ＳＣ－０４Ｆ（（株）ＮＴ
Ｔドコモブランド）

( 火災 )

A201700099

2017-0373

2017/04/17

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○事故発生前日、小動物飼育用
ケージ内に当該製品と衣類を切ったものを入れ
ていた。○当該製品の焼損は著しく、本体の樹
脂部分が焼失し、ヒーター部は確認できなかっ
た。○電源コードは断線しており、溶融痕が認
められたが一次痕、二次痕の特定には至らなか
った。●当該製品の焼損は著しく、本体のヒー
ター等の部品が確認できなかったことから、製
品起因か否かを含め、事故原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/05/24)ペット用ヒーター

（株）マルカン

ＲＨ－２００

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0029

A201700109

2017-0395

2017/05/22

(事故発生地)

東京都

　当該製品を充電中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、ＡＣアダプターのＤＣプラグ樹
脂において、難燃剤に使用されていた赤リンの
耐水性に不具合があったため、湿度の影響でリ
ン酸が生じて端子金属から銅が溶出し、端子間
が短絡して異常発熱が生じ、出火に至ったもの
と推定される。

　輸入事業者である東芝クライアントソリ
ューション（株）では、事故の再発防止を
図るため、２０１８年（平成３０年）６月
２２日にホームページに情報を掲載すると
ともに、同月２５日に新聞社告を行い、パ
ソコンに同梱またはオプションとして販売
、修理交換された対象ＡＣアダプターの無
償交換を行っている。

(受付:2017/05/26)ノートパソコン

（株）東芝（現　東芝クラ
イアントソリューション（
株））

ｄｙｎａｂｏｏｋＴ３５１
／５７ＣＷ

( 火災 )

A201700134

2017-0484

2017/05/30

(事故発生地)

茨城県

　店舗で当該製品に他の電気製品を接続
していたところ、当該製品を焼損する火
災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、駅構内の飲食店
において冷蔵ケース、ルーター、レジ等を接続
して使用されていた。○６口の差込口のうち、
冷蔵ケースが接続された差込口に炭化が認めら
れ、特に一方の極が著しく炭化していた。○差
込口の炭化が著しい極では、刃受金具の間隔が
広がり、スパーク痕が多数生じていたほか、一
部溶融、焼失が認められた。○冷蔵ケースの電
源プラグに出火の痕跡は認められなかった。○
当該製品は製造から１０年以上経過しているが
、冷蔵ケースを設置した時期は不明であり、詳
細な使用状況は不明であった。●当該製品の差
込口の一方の極で刃受金具の間隔が広がり、冷
蔵ケースの電源プラグの栓刃との接続部で接触
不良が生じて異常発熱し、焼損したものと考え
られるが、詳細な使用状況が不明のため刃受金
具が変形した原因が特定できなかったことから
、製品起因か否かを含め、事故原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/09)延長コード

大和電器（株）（エレコム
（株）ブランド）

Ｔ－Ｆ７６２５ＷＨ（エレ
コム（株）ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0030

A201700136

2017-0503

2017/05/06

(事故発生地)

東京都

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品に他社製の出力電圧
及び電流の高いＡＣアダプターを接続して充電
したところ、出火した。○当該製品全体が焼損
し、リチウムイオン電池セルが内蔵されている
ハンドル部分に著しい焼損が認められた。○電
池セル内部の巻回体が焼損し、封口部からガス
が噴出した痕跡が認められた。○基板は著しく
焼損し、部品及び銅箔パターンが脱落していた
。○その他の電気部品に出火の痕跡は認められ
なかった。○電池セルの過充電保護機能につい
て、技術情報が得られず、再現試験ではトラン
ジスターがオープン故障し充電が継続できず確
認ができなかった。○取扱説明書には、「指定
以外のＡＣアダプターで充電すると、火災にな
るおそれがある。」旨、記載されている。●当
該製品のリチウムイオン電池セルが内部短絡し
て焼損したものと考えられるが、焼損が著しく
、充電保護機能の詳細が確認できなかったこと
から、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/12)電動工具（ドライバー、
充電式）

イケア・ジャパン（株）

５０２．０３２．６０

( 火災 )

A201700151

2017-0548

2017/05/17

(事故発生地)

静岡県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○使用者は、当該製品を約１５
年前に購入し、約２年後にファンが回転しない
不具合が発生したため、壁スイッチにテープを
貼ってその後は使用していなかったが、事故発
生時、当該製品の壁スイッチが入っていた。○
当該製品は、前面パネルの一部が焼損していた
が、本体ケースは著しく焼損していた。○モー
ターは、巻線に溶融痕が認められ、ベアリング
が固着して軸が回転しなかった。○モーターの
温度ヒューズは確認できなかった。○電源コー
ド及び内部配線が数か所で断線し、溶融痕が認
められたが、モーター巻線の溶融痕よりも電源
供給側に位置することから、二次痕と判断した
。●当該製品は、モーターの巻線でレイヤショ
ートが生じて出火したと考えられるが、焼損が
著しく、確認できない部品があり、当該製品に
不具合が発生した原因や不具合発生後の詳細な
状況が不明なことから、製品起因か否かを含め
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/19)換気扇

高須産業（株）

ＳＢ－ＫＳ１

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0031

A201700154

2017-0550

2017/05/21

(事故発生地)

三重県

　当該製品を焼損し、周辺を汚損する火
災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は屋内設置型で、壁
等で囲まれた集合住宅の２階階段踊り場に設置
されていたが、周辺には鳥の羽根や液状異物が
認められた。○当該製品は金属製外郭ケースの
前面の一部に加熱痕があり、上面にすすの付着
が認められた。○外郭ケースの前面、上面及び
側面に液状異物の付着が認められたが、異物の
特定はできなかった。○メイン基板は、太陽光
パネルにつながる内部配線接続部周辺の焼損が
著しく、一部が焼失して確認できなかった。○
メイン基板焼損部の接続端子やラインフィルタ
ーに溶融痕が認められた。○電源基板、リアク
ター、パワーモジュール等のその他の電気部品
に出火の痕跡は認められなかった。●当該製品
は、メイン基板でトラッキング現象が発生して
出火したものと考えられるが、メイン基板の焼
損が著しく、一部が焼失して確認できないこと
から、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/20)パワーコンディショナ（
太陽光発電システム用）

ダイヤモンド電機（株）

ＤＰＣ－４５Ｂ

( 火災 )

A201700158

2017-0563

2017/06/07

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を焼損し、周辺を汚損する火
災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、背面下部の機械
室が著しく焼損していた。○機械室の内部配線
に複数の断線と溶融痕が認められた。○コンプ
レッサー、コンデンサー等の電気部品に出火の
痕跡は認められなかった。○事故発生以前に電
源コードを揺らすと電源が入ったり切れたりす
る故障状態であった。●当該製品は、長期使用
（３４年）により、機械室内の内部配線から出
火した可能性が考えられるが、焼損が著しく、
内部配線が断線した原因が不明のため、製品起
因か否かを含め、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/22)電気冷蔵庫

松下冷機（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＮＲ－３０４ＨＶ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0032

A201700170

2017-0537

2017/05/04

(事故発生地)

京都府

　事務所で当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生した。

　当該製品は、本体と給電スタンドの接続部で
接触不良が生じたか、またはヒーターの通電状
態が継続したことによって異常発熱し、本体の
樹脂部分が焼損した可能性が考えられるが、焼
損が著しいため、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/23)電気ケトル

（株）ドリテック

ＰＯ－１０１ＮＢＬ

( 火災 )

A201700175

2017-0604

2017/06/05

(事故発生地)

東京都

　当該製品を充電中、当該製品を焼損し
、周辺を汚損する火災が発生した。

　当該製品は、バッテリーパック内部のリチウ
ムイオン電池セルが内部短絡し、出火したもの
と推定されるが、内部短絡が発生した原因の特
定には至らなかった。

　パナソニック（株）は、当該製品を含む
対象機種について、充放電の繰り返しによ
り搭載バッテリーの劣化が進行して内圧が
上昇すると、異物が存在していた場合に内
部短絡を生じて出火に至るおそれがあると
して、２０１８年（平成３０年）３月２８
日にホームページに情報を掲載するととも
に、２０１８年（平成３０年）３月２９日
に新聞社告を行い、充電制御ユーティリテ
ィの設定を呼びかけ、２０１８年（平成
３０年）６月１２日からはバッテリー診断
・制御プログラムの配信を行っている。

(受付:2017/06/26)ノートパソコン

パナソニック（株）

ＣＦ－ＡＸ２ＡＦＣＣＳ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0033

A201700187

2017-0627

2017/06/19

(事故発生地)

愛知県

　警報器が鳴動したため確認すると、当
該製品及び周辺を焼損する火災が発生し
ていた。

　調査の結果、○使用者は、当該製品の前に置
いていた線香立てに火を付けた線香を１本立て
、その場を離れていたところ、５～１０分後に
火災報知器が鳴動し、当該製品の周辺から火が
出ていた。○当該製品の焼損は著しく、樹脂製
キャビネット及び樹脂製スタンドは大部分が焼
失していた。○背面内部の電源基板の焼損は著
しく、基板が炭化して破損し、一部が確認でき
なかったが、残存した基板に溶融痕等の出火の
痕跡は認められなかった。○電源コードの焼損
部に溶融痕が認められたが、溶融痕は小さく、
二次痕と判断した。○インバーター基板、メイ
ン基板等のその他の電気部品に出火の痕跡は認
められなかった。●当該製品の残存する電気部
品に出火した痕跡は認められなかったが、電源
基板の焼損が著しく、確認できない部品があり
、事故発生時の詳細な状況も不明であることか
ら、製品起因か否かを含め、事故原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/30)液晶テレビ

シャープ（株）

ＬＣ－３２Ｅ９

( 火災 )

A201700189

2017-0648

2017/06/23

(事故発生地)

北海道

　工場の事務所で当該製品及び周辺を焼
損する火災が発生した。

　当該製品は、機械室周辺から出火した可能性
が考えられるが、始動リレー周辺の焼損が著し
く、確認できない部品があったことから、製品
起因か否かを含め、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、東芝ホームアプライ
アンス（株）では、１９８３年（昭和５８
年）以前に製造された電気冷蔵庫について
、電気部品の経年劣化によって発煙・発火
のおそれがあるとして、２００８年（平成
２０年）１１月５日よりホームページに情
報を掲載し、使用を中止するよう呼びかけ
ている。

(受付:2017/07/03)電気冷蔵庫

東京芝浦電気（株）（現　
東芝ライフスタイル（株）
）

ＧＲ－２６０８ＴＣ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0034

A201700191

2017-0653

2017/06/17

(事故発生地)

大阪府

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品は、１年以上使用さ
れていなかったが、電源プラグが延長コードを
介してコンセントに接続されていた。○当該製
品は著しく焼損しており、スイッチ、トランス
等の電気部品が確認できなかった。○洗濯モー
ター、基板、電源コード及びコンデンサーに出
火の痕跡は認められなかった。○内部配線に３
か所の溶融痕が認められたが、いずれも二次痕
と考えられた。○制御基板は焼損しているが、
原形をとどめていた。○電流ヒューズは、溶断
していなかった。●当該製品の残存する電気部
品に出火の痕跡は認められなかったが、焼損が
著しく確認できない部品があったことから、製
品起因か否かを含め、事故原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/07/03)電気洗濯機

シャープ（株）

不明（ＥＳ－ＦＧ７０系と
推定）

( 火災 )

A201700232

2017-0867

2017/07/12

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　事故原因は、当該製品のバッテリーセルの封
口部に製造上の不具合によって生じた導電性異
物が付着し、充放電を繰り返すうちに封口部の
絶縁部が劣化し、バッテリーセルが内部短絡を
起こして過熱し、焼損に至ったものと推定され
る。

　富士通（株）は、事故の再発防止を図る
ため、２０１５年（平成２７年）年８月
２７日にホームページに情報を掲載し、対
象バッテリーパック（特定の期間に製造し
た電池セルを使用したもの）の無償交換を
行っている。

(受付:2017/07/21)ノートパソコン

富士通（株）（現　富士通
クライアントコンピューテ
ィング（株））

ＦＭＶＳ５４ＥＷ

( 火災 )

A201700238

2017-0887

2017/07/13

(事故発生地)

栃木県

　火災警報器が鳴動したため確認すると
、当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生していた。

　当該製品は、ノイズフィルター基板上のフィ
ルムコンデンサー付近から出火したものと推定
されるが、焼損が著しく、事故原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/07/25)電子レンジ

（株）日立ホームテック（
現　日立アプライアンス（
株））

ＭＲ－Ｍ２４０

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0035

A201700241

2017-0897

2017/03/14

(事故発生地)

宮崎県

　当該製品に複数の電気製品を接続して
いたところ、当該製品及び周辺を焼損す
る火災が発生した。（A201600802と同
一事故）

　調査の結果、○当該製品（６口）の差込口に
エアコン、液晶テレビ等の電気製品が接続され
ていたが、各電気製品の仕様及び事故発生時の
使用状況は特定できなかった。○当該製品の電
源プラグは栓刃付近の樹脂が焼損し、電源プラ
グ内部の芯線が両極ともに断線しており、短絡
痕が認められた。○当該製品の電源プラグを接
続していた他社製の延長コード（４口）に出火
の痕跡は認められなかった。○当該製品に接続
されていたエアコン、液晶テレビ等から出火し
た痕跡は認められなかった。●当該製品にエア
コン等の電気製品を複数接続していたため、電
源プラグ内部の芯線が異常発熱して短絡し、出
火したものと推定されるが、事故発生時の状況
が不明であり、電源プラグの焼損が著しく、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/07/18)延長コード

朝日電器（株）

ＷＬＳ－６２０ＭＢ（Ｗ）

( 火災 )

A201700242

2017-0898

2017/07/08

(事故発生地)

奈良県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品は、押し入れ内の除
湿用として使用されており、押し入れ付近の壁
コンセントに接続して常時稼働していた。○当
該製品の上部が著しく焼損していた。○上部に
設置されていたＤＣモーターの焼損が著しく、
回転子、ローター及びモーターリード線の一部
のみが残存しており、基板やコンデンサーは確
認できなかった。○ＤＣモーターのリード線は
断線しており、断線部に溶融痕が認められた。
○その他の電気部品に出火の痕跡は認められな
かった。●当該製品は、上部のＤＣモーター付
近から出火したものと推定されるが、焼損が著
しく確認できない部品があり、詳細な使用状況
も不明のため、製品起因か否かを含め、事故原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/07/28)除湿機

センタック（株）

ＱＳ－５０２

( 火災 )

A201700266

2017-0962

2017/07/24

(事故発生地)

兵庫県

　火災警報器が鳴動したため確認すると
、当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生していた。

　当該製品は、冷房用電源基板上でトラッキン
グ現象が生じて出火に至ったものと考えられる
が、基板の一部が焼失していることから、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/08/07)エアコン

三洋電機（株）（大阪ガス
（株）ブランド）

４８－７２６（大阪ガス（
株）ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0036

A201700276

2017-0916

2017/07/30

(事故発生地)

石川県

　建物を全焼する火災が発生し、現場に
当該製品があった。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、樹
脂製外郭及び構造材等は焼失していた。○電源
コードは１０～１５ｃｍの間隔で折りたたまれ
た痕跡があり、電源プラグから約５０ｃｍの位
置で素線が部分的に断線し溶融痕が認められた
が、一次痕、二次痕の判定はできなかった。○
電気ボックス内の基板及びファンモーターに出
火の痕跡は認められなかった。○フラップモー
ター等、一部の電気部品は確認できなかった。
●当該製品の焼損は著しく、確認できない部品
があったことから、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/08/09)エアコン

三菱電機（株）

ＭＳＺ－ＡＸＶ５６０Ｓ

( 火災 )

A201700322

2017-1024

2017/08/20

(事故発生地)

岡山県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、モーター用進相コンデンサーの
不具合により、コンデンサー内部で絶縁破壊が
進行し、内部短絡を生じて出火したものと推定
される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/09/01)扇風機

燦坤日本電器（株）

Ｋ－８５２２Ｎ

( 火災 )

A201700332

2017-1131

2017/08/22

(事故発生地)

神奈川県

　事務所で当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生した。

　当該製品は、ＡＣアダプターのＤＣプラグ樹
脂において、難燃剤に使用されていた赤リンの
耐水性に不具合があったため、湿度の影響でリ
ン酸が生じて端子金属から銅が溶出し、端子間
が短絡して異常発熱が生じ、出火に至ったもの
と推定される。

　輸入事業者である東芝クライアントソリ
ューション（株）では、事故の再発防止を
図るため、２０１８年（平成３０年）６月
２２日にホームページに情報を掲載すると
ともに、同月２５日に新聞社告を行い、パ
ソコンに同梱またはオプションとして販売
、修理交換された対象ＡＣアダプターの無
償交換を行っている。

(受付:2017/09/05)ノートパソコン

（株）東芝（現　東芝クラ
イアントソリューション（
株））

ｄｙｎａｂｏｏｋ　Ｔ
３５０／４６Ｂ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0037

A201700338

2017-1152

2017/08/25

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（１５年５か月）によ
り、電解コンデンサーが絶縁劣化したため、電
解コンデンサーの内圧が上昇して電解液が蒸気
となって噴出したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/09/07)照明器具

（株）ＬＤＦ（現　東芝ラ
イテック（株））

ＦＶＨ９１０２１Ｒ

( 火災 )

A201700339

2017-1157

2017/07/17

(事故発生地)

埼玉県

　施設で当該製品の内部を焼損する火災
が発生した。

　当該製品のタイマー接点が溶着したことによ
りタイマー内部が焼損し、また庫内の食品が過
加熱され発煙したものと推定されるが、タイマ
ー接点が溶着した原因は特定できなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/09/07)電子レンジ

ハイアールジャパンセール
ス（株）

ＪＭ－１７Ｆ－５０

( 火災 )

A201700341

2017-1153

2017/08/26

(事故発生地)

宮城県

　異音がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生しており
、１名が軽傷を負った。

　当該製品は、長期使用（１３年）により、コ
ンプレッサーの運転コンデンサーが絶縁劣化し
、出火したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/09/08)電気冷蔵庫

三洋ハイアール（株）（現
　ハイアールジャパンセー
ルス（株））

ＨＳＳＲ－１３Ｆ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0038

A201700342

2017-1154

2017/09/04

(事故発生地)

東京都

　当該製品のＡＣアダプターのプラグ部
及び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、ＡＣアダプターのＤＣプラグ樹
脂において、難燃剤に使用されていた赤リンの
耐水性に不具合があったため、湿度の影響でリ
ン酸が生じて端子金属から銅が溶出し、端子間
が短絡して異常発熱が生じ、出火に至ったもの
と推定される。

　輸入事業者である東芝クライアントソリ
ューション（株）では、事故の再発防止を
図るため、２０１８年（平成３０年）６月
２２日にホームページに情報を掲載すると
ともに、同月２５日に新聞社告を行い、パ
ソコンに同梱またはオプションとして販売
、修理交換された対象ＡＣアダプターの無
償交換を行っている。

(受付:2017/09/08)ノートパソコン

（株）東芝（現　東芝クラ
イアントソリューション（
株））

ｄｙｎａｂｏｏｋ　ｓａｔ
ｅｌｌｉｔｅ　Ｂ３５１／
Ｗ２ＭＣ

( 火災 )

A201700345

2017-1176

2017/08/31

(事故発生地)

東京都

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品の送風モーターを機器内の高湿度環
境となる換気通路内に設置したため、送風モー
ター内部に水分が浸入して基板上で異常発熱し
、出火に至ったものと推定される。

　製造事業者であるリンナイ（株）は、事
故の再発防止を図るため、２０１８年（平
成３０年）２月２８日より同社及びブラン
ド事業者ホームページへの情報掲載を行う
とともに、同年３月１日に新聞社告を行い
、対象製品について無償点検及び部品交換
を実施している。

(受付:2017/09/11)温水式浴室換気乾燥暖房
機

リンナイ（株）

ＲＢＨ－Ｃ３３１Ｋ２ＳＮ
（Ａ）

( 火災 )

A201700346

2017-1172

2017/08/22

(事故発生地)

岩手県

　異音がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生していた
。

　当該製品の電源基板上のリレー又はコンデン
サーから出火したものと推定されるが、焼損が
著しく、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/09/11)照明器具（センサー付）

（株）新興製作所

ＳＬＯ－１５０Ｎ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0039

A201700349

2017-1179

2017/08/23

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生し、１名が軽傷を負った。

　調査の結果、○当該製品を壁コンセントに接
続された延長コードに接続し、当該製品に接続
した扇風機を使用中に出火した。○当該製品の
中子と栓刃は脱落し、焼損した中子と溶断した
栓刃が、接続されていた延長コードの刃受金具
に差し込まれた状態で残存していた。○外郭樹
脂の一部が焼損し、内部の刃受金具及び導電板
の露出が認められた。○導電板は栓刃接続部で
両極とも溶断しており、一方の極では溶融痕の
付着が認められ、近傍の異極の導電板にスパー
クした痕跡が認められた。○内部に水分が浸入
した痕跡は確認できなかった。●当該製品の栓
刃可動部が異常発熱し、出火したものと推定さ
れるが、焼損が著しく、事故発生以前の詳細な
使用状況が不明のため、製品起因か否かを含め
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/09/11)マルチタップ

（株）オーム電機

不明

( 火災 )

A201700354

2017-1086

2017/08/11

(事故発生地)

岐阜県

　倉庫で当該製品を使用中、当該製品及
び周辺を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、本体に屋内配線
を接続するパイプファンである。○当該製品の
焼損は著しく、樹脂製部品が焼損していた。○
モーターに出火の痕跡は認められなかった。○
屋内配線を接続する接続端子は確認できなかっ
た。○当該製品に接続していた屋内配線の先端
に溶融痕が認められた。○当該製品は、店舗建
築時に倉庫の天井に設置されたが、倉庫では数
年前から雨漏りがしていた。●当該製品は、屋
内配線を接続する接続端子部でトラッキング現
象が発生して出火したものと考えられるが、焼
損が著しいため接続端子が確認できず、雨漏り
の影響や施工状況の詳細も不明なことから、製
品起因か否かを含め、事故原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/09/13)換気扇

松下エコシステムズ（株）
（現　パナソニック　エコ
システムズ（株））

不明

( 火災 )

A201700356

2017-1124

2017/08/08

(事故発生地)

京都府

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発生した
。調査の結果、当該製品は、タイマーの接点端
子の接触部表面に溶融が認められたことから、
長期使用（２５年）により、タイマーの接点端
子が溶着したことで、タイマーが正常に動作せ
ず、庫内の食品が過熱されて出火に至ったもの
と推定されるが、当該製品のタイマーの不具合
を認識しながら使用を継続したことも事故発生
に影響したものと考えられる。　なお、取扱説
明書には、「異常があれば使用を中止する。」
旨、記載されている。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/09/13)オーブントースター

三洋電機（株）

ＳＫ－ＦＥ２５Ｆ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0040

A201700358

2017-1196

2017/09/05

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品に実装されたコンデンサーが絶縁破
壊してインバーター回路に過電流が流れ、異常
発熱して焼損に至ったものと推定されるが、コ
ンデンサーが絶縁破壊した原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/09/14)蛍光ランプ

イケア・ジャパン（株）

スパールサム２０Ｗ

( 火災 )

A201700368

2017-1214

2017/08/25

(事故発生地)

群馬県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生し、１名が死亡した。

　調査の結果、○当該製品の外郭は、正面から
見て右側より左側、前面側より背面側の焼損が
著しかった。○当該製品の内部は、上部の冷凍
室の焼損が著しく、下部の冷蔵室には飲料のペ
ットボトルが原形を保ち、残存していた。○当
該製品の脱臭装置基板は焼失しており確認でき
なかった。○コンプレッサー、ファンモーター
、霜取り用タイマー等の電気部品に出火の痕跡
は認められなかった。●当該製品の残存する電
気部品に出火の痕跡は認められなかったが、詳
細な使用状況が不明であり、焼損が著しく確認
できない部品もあったことから、製品起因か否
かを含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/09/19)電気冷蔵庫

シャープ（株）

ＳＪ－Ｗ２３Ｃ

( 火災  死亡 )

A201700369

2017-1169

2017/08/13

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、樹
脂部品は焼失していた。○当該製品の内部配線
類は、絶縁被覆が全て焼失して断線していたが
、断線部に溶融痕は認められなかった。○当該
製品のメイン基板は大部分が焼失しており、確
認できなかった。○モーター、コンプレッサー
、電源コード等の残存する電気部品に出火の痕
跡は認められなかった。●当該製品の残存する
電気部品に出火の痕跡は認められなかったが、
焼損が著しく、確認できない部品があったこと
から、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/09/19)電気洗濯乾燥機

シャープ（株）

ＥＳ－Ｚ２００

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0041

A201700374

2017-1228

2017/09/13

(事故発生地)

岡山県

　飲食店で当該製品を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、内部のデジタル温度調節器の電
源入力端子で異常発熱し、出火したものと推定
されるが、端子部の焼損が著しく、端子の片極
が確認できなかったことから、異常発熱した原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/09/21)電気冷凍庫

（株）ダイレイ

ＤＦ－３００Ｄ

( 火災 )

A201700377

2017-1139

2017/08/03

(事故発生地)

岐阜県

　当該製品にコンセント付家具を接続し
ていたところ、当該製品及び周辺を焼損
する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品にはコンセント付家
具が接続され、コンセント付家具には電子レン
ジ及びオーブントースターが接続されていたが
、事故発生時に使用されていなかった。○当該
製品は、コードコネクターボディが焼損し、電
源コードが断線していたが、電源プラグに焼損
は認められなかった。○コードコネクターボデ
ィは、内部の刃受金具が両極とも焼失しており
、溶断した刃受金具のカシメ部が片極のみ残存
していたが、残存した刃受金具のカシメ部に溶
融等の異常は認められなかった。○電源コード
の断線部に溶融痕が認められたが、二次痕であ
った。○当該製品に接続されていたコンセント
付家具の電源プラグは、片極の栓刃が溶断して
いたが、もう片極は残存していた。●当該製品
は、刃受金具間でトラッキング現象が発生して
出火したものと考えられるが、コードコネクタ
ーボディの焼損が著しく、刃受金具が焼失して
確認できず、事故発生以前の使用状況が不明な
ことから、製品起因か否かを含め、事故原因の
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/09/22)延長コード

三河電機（株）

なし

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0042

A201700379

2017-1319

2017/08/10

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　調査の結果、○事故発生当日は激しい雷雨で
、近くに落雷したような大きな音がして、数分
後に当該製品から出火したが、他の電気製品に
異常はなかった。○事故発生時に当該製品の電
源は入れていなかったが、当該製品の前面パネ
ルには停止中にヒーターに通電されたことを示
すエラー表示が出ていた。○当該製品の外観は
、前部はほとんど焼損しておらず、後部の焼損
が著しかった。○後部にあるヒーター管は、接
続端子近くで溶断し、一部が焼失していた。ま
た、アース線付ヒーター管固定板に溶融痕が認
められた。○その他の電気部品に出火の痕跡は
認められず、メイン基板は正常に作動した。●
当該製品は、雷サージによりヒーター管とアー
ス線付ヒーター管固定板との間でスパークが発
生し、出火した可能性が考えられるが、その他
の電気部品に雷サージによる異常は認められず
、ヒーター管の焼損が著しいことから、製品起
因か否かを含め、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/09/25)食器洗い乾燥機（ビルト
イン式）

リンナイ（株）

ＲＫＷＲ－４５８Ｄ２

( 火災 )

A201700400

2017-1369

2017/07/12

(事故発生地)

福岡県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、長期使用（１５年）により、リ
レー接点部が摩耗した結果、接触不良が生じて
異常発熱し、出火に至ったものと推定されるが
、リレー及び制御基板が焼失していたため、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/05)照明器具（センサー付）

（株）新興製作所

ＳＬＯ－１５０Ｎ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0043

A201700401

2017-0971

2017/05/27

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品のスチームキャップを手入れ
していたところ、手指を負傷した。

　当該製品は、スチームキャップの樹脂部品に
規格値よりも小さいものが使用されたため、使
用時の熱サイクルによる樹脂部品の寸法変化で
ステンレス部品に浮きが生じ、使用者が取り外
した際にステンレス部品の縁で指を切ったもの
と推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/05)電気炊飯器

タイガー魔法瓶（株）

ＪＫＴ－Ｊ１００

( 重傷 )

A201700405

2017-1376

2016/09/11

(事故発生地)

茨城県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。（A201600335、A201600338
、A201700406、Ａ201700408と同一
事故）

　調査の結果、○事故発生は日の出前であり、
発電は停止していた。○浴室と脱衣室の天井裏
が著しく焼損し、当該製品、接続箱、接続配線
及びアース線に焼損が認められた。○当該製品
の電気部品や基板から出火の痕跡は認められな
かったが、焼損が著しく、分電盤の電源電線か
ら地絡に至る異常の有無について確認はできな
かった。○当該製品を含む太陽光発電システム
に接続されていたアース線に断線及び溶融痕が
認められた。○当該製品を含む太陽光発電シス
テムは事故発生の約１か月前に設置された。●
当該製品内部の電気部品に出火の痕跡は認めら
れなかったが、焼損が著しく、製品起因か否か
を含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/06)パワーコンディショナ（
太陽光発電システム用）

三菱電機（株）

ＰＶ－ＰＮ３０Ｋ２

( 火災 )

A201700406

2017-1377

2016/09/11

(事故発生地)

茨城県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。（Ａ201600335、
A201600338、A201700405、
A201700408と同一事故）

　調査の結果、○事故発生は日の出前であり、
発電は停止していた。○浴室と脱衣室の天井裏
が著しく焼損し、当該製品、接続箱、接続配線
及びアース線に焼損が認められた。○当該製品
の電気部品や基板から出火の痕跡は認められな
かったが、焼損が著しく、分電盤の電源電線か
ら地絡に至る異常の有無について確認はできな
かった。○当該製品を含む太陽光発電システム
に接続されていたアース線に断線及び溶融痕が
認められた。○当該製品を含む太陽光発電シス
テムは事故発生の約１か月前に設置された。●
当該製品内部の電気部品に出火の痕跡は認めら
れなかったが、焼損が著しく、製品起因か否か
を含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/06)パワーコンディショナ（
太陽光発電システム用）

三菱電機（株）

ＰＶ－ＰＮ４４ＫＸ２

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0044

A201700414

2017-1380

2017/10/01

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、長期使用（４１年）により、モ
ーター起動用コンデンサーが絶縁劣化したため
異常発熱し、出火に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、シャープ（株）では
、長期使用の扇風機について、電気部品の
経年劣化によって発煙・出火し、火災に至
るおそれがあることから、２００７年（平
成１９年）９月７日から、「長年ご使用の
扇風機についてのお知らせとお願い」とし
て、扇風機の使用に当たっての注意事項を
ホームページに掲載し、異常に気づいたら
直ちに使用を中止するよう呼び掛けている
。

(受付:2017/10/11)扇風機

シャープ（株）

ＰＪ－３０６ＫＦ

( 火災 )

A201700416

2017-1409

2017/08/08

(事故発生地)

北海道

　当該製品を充電後、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生し、１名が軽傷を
負った。

　当該製品のリチウムイオン電池セルが異常発
熱し、出火したものと推定されるが、焼損が著
しく、詳細な使用状況が不明のため、製品起因
か否かを含め、事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/12)リチウム電池内蔵充電器

（株）サンリュウ

８ＢＫ－０４０Ａ

( 火災 )

A201700425

2017-1425

2017/08/22

(事故発生地)

山口県

　当該製品及び建物を全焼する火災が発
生し、１名が火傷を負った。

　当該製品は、長期使用（４０年以上）により
、モーター用のコンデンサーが絶縁劣化し出火
したものと推定されるが、コンデンサーやモー
ター引出線の一部が確認できないことから、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、三洋電機（株）（現
　パナソニック（株））は、長期使用の扇
風機について、２００７年（平成１９年）
８月２５日以降、毎年、新聞広告を掲載し
、また、２００７年（平成１９年）９月か
らはテレビ広告を実施するなどして、使用
の中止及び製品の廃棄を呼びかけている。

(受付:2017/10/16)扇風機

三洋電機（株）

ＥＦ－６ＤＡ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0045

A201700428

2017-1431

2017/09/15

(事故発生地)

東京都

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、樹
脂製部品は焼失しており、金属製の外郭は正面
から見て右側面が著しく焼損していた。○電源
コード及び電源プラグに出火の痕跡は認められ
なかった。○モーター及び運転コンデンサーに
出火の痕跡は認められなかった。○メイン基板
の焼損は著しく、基板の一部が焼失して確認で
きなかった。○当該製品は事故発生時に停止中
であったが、停止中もメイン基板に通電される
構造であった。●当該製品の残存する電気部品
に出火の痕跡は認められなかったが、焼損が著
しく、メイン基板の一部が焼失して確認できな
かったことから、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/16)電気洗濯機

東芝ホームアプライアンス
（株）（現　東芝ライフス
タイル（株））

ＡＷ－５０ＧＥ

( 火災 )

A201700440

2017-1449

2017/10/06

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品は設定温度を２０℃
とした水槽用サーモスタットを介して、６口延
長コードに接続されていた。○水槽用サーモス
タットが接続されている延長コードの差込口ス
イッチをオフにして当該製品を気中に放置して
いたが、事故発生時、当該製品及びその周辺が
焼損し、差込口スイッチはオンになっていた。
○当該製品は水槽背面に落下しており、ヒータ
ー管が割れて内部の発熱線が露出した状態で、
著しい焼損が認められた。○温度ヒューズは作
動していなかった。○当該製品は、技術基準の
改正前の製品であった。○取扱説明書には、「
気中に出す場合は、必ず電源プラグを抜くこと
。」、「空だき防止装置（温度ヒューズ）が作
動するまでの間、ヒーター管は５００℃以上の
高温に達し危険である。」旨、記載されている
。○その他の製品に異常発熱の痕跡は認められ
なかった。●当該製品は水槽用サーモスタット
を介して延長コードに接続されていたが、使用
者が誤って延長コードの差込口スイッチをオン
にしていたため、気温が水槽用サーモスタット
の設定温度を下回った際に当該製品が空だきと
なって焼損に至ったものと推定されるが、温度
ヒューズが作動しなかった原因及び当該製品を
放置していた状況が不明なことから、製品起因
か否かを含め、事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/20)水槽用ヒーター

寿工芸（株）

なし

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0046

A201700443

2017-1475

2017/10/08

(事故発生地)

東京都

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、加熱中にタイマーが動作停止し
たため連続運転となり、庫内の調理物が過熱し
て出火に至ったものと考えられるが、焼損が著
しく、タイマー内部の樹脂部品及び端子の一部
が確認できなかったことから、タイマーが動作
停止した原因は特定できなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/23)電子レンジ

アイリスオーヤマ（株）

ＩＭＢ－Ｔ１７１－５

( 火災 )

A201700445

2017-1478

2017/09/11

(事故発生地)

愛知県

　当該製品及び建物を全焼する火災が発
生し、１名が火傷を負った。（Ａ
201700385と同一事故）

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、前
面よりも背面の焼損が強かったが、底面の焼損
は弱かった。○背面内部にある制御基板は焼損
が著しく、大部分が焼失していたが、残存した
実装部品に出火の痕跡は認められなかった。○
コンプレッサー、始動リレー、オーバーロード
リレー、霜取りヒーター等のその他の電気部品
に出火の痕跡は認められなかった。●当該製品
の残存する電気部品に出火の痕跡は認められな
かったが、焼損が著しく、制御基板の大部分が
焼失して確認できなかったことから、製品起因
か否かを含め、事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/23)電気冷蔵庫

シャープ（株）

ＳＪ－１４Ｐ

( 火災 )

A201700466

2017-1541

2017/10/09

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品のプリント基板の部品及び銅箔パタ
ーンに過電流が流れて焼損したものと推定され
るが、確認できない電気部品があったことから
、過電流が流れた原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/02)照明器具

パナソニック（株）

ＨＨ－ＬＰ７９７Ｎ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0047

A201700471

2017-1568

2017/10/03

(事故発生地)

神奈川県

　遊技施設の飲食コーナーで当該製品を
使用中、当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生した。

　当該製品の電源コードと内部配線を接続する
閉端接続子にカシメ不良があったため、接続部
で異常発熱して、電源コードの被覆が溶融し、
短絡が生じて出火に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/06)電気フライヤー

（株）わがんせ（（株）シ
ービージャパンブランド）

ＴＯＭ－０１（（株）シー
ビージャパンブランド）

( 火災 )

A201700478

2017-1559

2017/10/25

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、バッテリーパック内部のリチウ
ムイオン電池セルが内部短絡して異常発熱し、
焼損したものと推定されるが、電池セルの焼損
が著しく、内部短絡した原因の特定には至らな
かった。

　パナソニック（株）は、当該製品に搭載
されたものを含む、特定の期間に製造した
電池セルを使用したノートパソコン用バッ
テリーパックについて、複数件発火事故が
発生したことから、２０１７年（平成２９
年）１２月６日にホームページに情報を掲
載するとともに、２０１７年（平成２９年
）１２月７日に新聞社告を行い、対象バッ
テリーパックについて無償で製品交換を実
施している。

(受付:2017/11/07)ノートパソコン

パナソニック（株）

ＣＦ－ＮＸ１ＧＤＨＹＳ

( 火災 )

A201700485

2017-1565

2017/10/21

(事故発生地)

宮城県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品のラッチスイッチ又はモニタースイ
ッチより出火したものと推定されるが、焼損が
著しいため、事故原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/08)電子レンジ

燦坤日本電器（株）

ＴＳＩ－Ｍ５５１２

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0048

A201700492

2017-1585

2017/10/28

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品の電源基板上の雑音防止用フィルム
コンデンサーの不具合により、フィルムコンデ
ンサーが異常発熱し、焼損したものと推定され
る。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/09)照明器具

アイリスオーヤマ（株）

ＣＬ１４Ｄ－ＷＦ１－Ｔ

( 火災 )

A201700496

2017-1526

2017/10/05

(事故発生地)

愛知県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品に電源スイッチはな
く、使用しないと自動的にヒーターへの通電を
停止する自動停止安全装置が付いており、使用
者は自動停止安全装置で当該製品の電源を切り
、電源プラグをコンセントから抜かずに、アイ
ロン台の上に置いたままにしていた。○当該製
品の焼損は著しく、ベースのみが残存し、電源
コード及び自動停止安全装置は確認できなかっ
た。○ベースに亀裂や溶融はなく、ベース内部
のヒーター線に断線等の異常は認められず、ヒ
ーターが異常過熱した痕跡は認められなかった
。○ベースの温度ヒューズは作動しておらず、
温度調節サーモスタットに異常は認められなか
った。●当該製品の残存する電気部品に出火の
痕跡は認められなかったが、焼損が著しく、確
認できない部品があり、事故発生時の詳細な状
況が不明なことから、製品起因か否かを含め、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/10)スチームアイロン

（株）グループセブジャパ
ン

ＦＶ９６０４Ｊ０

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0049

A201700519

2017-1574

2017/10/06

(事故発生地)

福岡県

　倉庫で当該製品を充電中、当該製品及
び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品のリチウムイオン電池セルが内部短
絡により出火したものと推定されるが、電池セ
ルの焼損が著しいため、内部短絡した原因の特
定には至らなかった。

　当該製品を製造した中国の事業者である
メイヤンパワー新エネルギー有限公司は、
再発防止措置として、２０１８年（平成
３０年）２月からホームページに情報を掲
載するとともに、当該製品に付属している
ＡＣアダプターの無償交換を実施している
。　なお、経済産業省では、２０１８年（
平成３０年）２月１４日付けでホームペー
ジに情報を掲載し、ネットショッピングモ
ール等への注意喚起を実施している。

(受付:2017/11/21)ポータブル電源（リチウ
ムイオン）

高山企画（株）

ＰＳ５Ｂ

( 火災 )

A201700537

2017-1698

2017/11/11

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、薄い樹脂製シートに発熱体を印
刷し、導電性の接着剤によって電極を接続し、
発熱体に通電することによって床面を暖かくす
るもので、接着剤によって接続された電極が下
地の凹凸の影響を受けやすく、平滑でない場所
において使用されたことにより、電極部の接着
剤がはがれて接触不良となり、異常発熱したた
めに床面から発煙と焦げに至ったものと推定さ
れる。　なお、敷設時の取扱い上の注意や、施
工指導が徹底されなかったことも事故発生に影
響したものと考えられる。

　ミタケ電子工業（株）は、事故の再発防
止を図るため、２０１０年（平成２２年）
１０月２５日より、同社のホームページに
おいて、当該製品の電極部の接着不良や当
該製品の取扱いの仕方（施工不良等）によ
って発煙等の不具合が発生する旨掲載し、
広く使用者に対して無償点検を行う旨、注
意喚起を実施している。

(受付:2017/11/30)電気式床暖房

ミタケ電子工業（株）

ＦＬ２－３０３０

( 火災 )

A201700539

2017-1700

2017/11/21

(事故発生地)

滋賀県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　事故原因は、当該製品のファンモーターの製
造工程上の不具合により、ファンモーターに内
蔵された電子部品（チップコンデンサー）がシ
ョート（短絡故障）し、過大電流が電気回路に
流れたことでファンモーターが発熱・発火し、
出火に至ったものと考えられる。

　ダイキン工業（株）では、２０１４年（
平成２６年）１０月１７日より社告（リコ
ール）に基づく製品の点検・修理を実施し
ており（新聞社告掲載（２０１４年（平成
２６年）１０月１８日）、ホームページへ
の掲載、ｗｅｂ情報受付、販売ルートへの
ダイレクトメールの発送、販売店リストに
よる架電連絡、リコール情報のチラシ作成
および配布。）　、２０１５年（平成２７
年）５月１５日には対象範囲を追加する社
告（リコール）を公表している。（新聞社
告掲載２０１５年（平成２７年）５月１６
日）

(受付:2017/11/30)エアコン

ダイキン工業（株）

ＡＮ２５ＨＲＳＪ－Ｗ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0050

A201700542

2017-1648

2017/11/17

(事故発生地)

福岡県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　事故の原因は、当該製品の強弱切替え用に使
用されているダイオードが不良品であったこと
により、ダイオードが異常発熱し、出火したも
のと考えられる。

　輸入事業者であるユアサプライムス（株
）では、事故の再発防止を図るため、
２０１６年（平成２８年）３月１９日より
ホームページに情報を掲載し、新聞社告を
行うとともに、販売店への協力要請を行い
、対象製品について無償点検及び修理を実
施している。

(受付:2017/12/01)電気ストーブ（カーボン
ヒーター）

ユアサプライムス（株）

ＹＡ－Ｃ９４５ＳＲ

( 火災 )

A201700555

2017-1745

2017/11/22

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　事故の原因は、当該製品の強弱切替え用に使
用されているダイオードが不良品であったこと
により、ダイオードが異常発熱し、出火したも
のと考えられる。

　輸入事業者であるユアサプライムス（株
）では、事故の再発防止を図るため、
２０１６年（平成２８年）３月１９日より
ホームページに情報を掲載し、新聞社告を
行うとともに、販売店への協力要請を行い
、対象製品について無償点検及び修理を実
施している。

(受付:2017/12/07)電気ストーブ（カーボン
ヒーター）

ユアサプライムス（株）

ＫＹＡ－Ｃ９１５Ｒ（ＷＨ
）

( 火災 )

A201700556

2017-1746

2017/11/06

(事故発生地)

福岡県

　幼稚園で当該製品を使用中、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生した。

　事故原因は、当該製品の内蓋上にこぼれた洗
剤が外槽部に流れ込み、ヒーターリード線に付
着して芯線が腐食し、脱水時等の振動により断
線して短絡が生じて、近傍の樹脂製品に着火し
、出火に至ったものと考えられる。

　製造事業者である日立アプライアンス（
株）は、当該製品を含む対象機種について
、２００５年（平成１７年）１２月からヒ
ーターのリード線断線に関してホームペー
ジに掲載するとともに、新聞社告、ＤＭの
発送等により、注意喚起を行い、無料点検
・修理を実施している。また、２０１３年
（平成２５年）１０月からホームページを
リニューアルし、リコール製品の検索を容
易にするとともに、注意喚起チラシを作成
し、販売店を通じ、また、同社製品全般の
修理・点検時等に配布している。さらに、
２０１５年（平成２７年）２月から購入頻
度の高い交換部品に当該リコール品の改修
チラシを同梱して、引き続き、無償点検・
改修の呼び掛けを行っている。

(受付:2017/12/07)電気洗濯乾燥機

日立ホーム・アンド・ライ
フ・ソリューション（株）
（現　日立アプライアンス
（株））

ＮＷ－Ｄ８ＡＸ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0051

A201700560

2017-1748

2017/11/15

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（３１年）により、刃
受金具と屋内配線の芯線との接続部で接触抵抗
が増加したため、通常は通電しない内部の錠ば
ねに通電され、錠ばねと芯線との接触部におい
てスパークが発生し、周囲の樹脂が焼損した可
能性が考えられるが、送り配線側のコンセント
の使用状況が不明であるため、製品起因か否か
を含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/08)コンセント

（株）新光製作所（東芝ラ
イテック（株）ブランド）

ＤＧ２１１１Ｎ（東芝ライ
テック（株）ブランド）

( 火災 )

A201700566

2017-1738

2017/11/29

(事故発生地)

愛知県

　事務所で当該製品に複数の電気製品を
接続していたところ、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、電源プラグ及び
電源プラグ付近の電源コードの焼損が著しく、
タップの一部に焼損が認められた。○電源コー
ドは焼損部で片極が断線していたが、断線部に
溶融痕等の出火の痕跡は認められなかった。○
電源プラグの焼損は著しく、栓刃の片極は焼失
していたが、残存する栓刃に溶融痕等の出火の
痕跡は認められなかった。○タップ内部に出火
の痕跡は認められなかった。●当該製品の残存
する電気部品に出火の痕跡は認められなかった
が、電源プラグの焼損が著しく、栓刃の片極が
焼失して確認できなかったことから、製品起因
か否かを含め、事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/12)延長コード

川崎電線（株）

ＫＰ－２７５Ｓ　ＫＣ－
２１Ｂ

( 火災 )

A201700579

2017-1737

2017/12/01

(事故発生地)

福岡県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品の内部配線が首振りによる繰り返し
の屈曲等により断線したため、断線時のスパー
クが樹脂部品に着火し、出火したものと推定さ
れるが、断線部周辺の焼損が著しいため、内部
配線が断線した原因の特定には至らなかった。
　なお、使用者が異常を感じていたにもかかわ
らず、使用を継続したことも事故発生に影響し
たものと考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/15)扇風機

（株）ミュージーコーポレ
ーション（（株）山善ブラ
ンド）

ＹＬＴ－Ｃ３０（（株）山
善ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0052

A201700585

2017-1731

2017/11/16

(事故発生地)

岐阜県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、ヒーターと内部配線との接続端
子部、又は内部配線間を接続する圧着スリーブ
で接触不良が生じて異常発熱し、出火に至った
と考えられるが、焼損が著しく、事故原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/18)電気温風機（セラミック
ファンヒーター）

森田電工（株）（現　（株
）ユーイング）

ＭＤＳ－１２００ＣＴ

( 火災 )

A201700618

2017-1878

2017/11/16

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品の内部部品を焼損する火災が
発生した。

　当該製品は、ＣＤ保持部品のベアリングボー
ルが基板上に脱落したことで、ソレノイドコイ
ルにつながるダイオードとジャンパー線が短絡
し、ソレノイドコイルに過電圧が印加されたた
め、コイルが発熱、発煙したものと推定される
が、ベアリングボールが脱落した原因は不明で
あり、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/28)ＣＤラジカセ

東芝エルイートレーディン
グ（株）

ＴＹ－ＣＤＫ８

( 火災 )

A201700652

2017-1957

2017/12/29

(事故発生地)

東京都

　当該製品を焼損し、周辺を汚損する火
災が発生した。

　当該製品は、コンプレッサー用始動リレー内
のＰＴＣ素子が異常発熱し、焼損したものと推
定されるが、焼損が著しく、確認できない部品
があったことから、異常発熱した原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、東芝ホームアプライ
アンス（株）では、１９８３年（昭和５８
年）以前に製造された電気冷蔵庫について
、電気部品の経年劣化によって発煙・発火
のおそれがあるとして、２００８年（平成
２０年）１１月５日よりホームページに情
報を掲載し、使用を中止するよう呼びかけ
ている。

(受付:2018/01/15)電気冷蔵庫

東京芝浦電気（株）（現　
東芝ライフスタイル（株）
）

ＧＲ－４３１ＳＩＢ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0053

A201700653

2017-1958

2017/12/29

(事故発生地)

静岡県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、コンプレッサーに接続される配
線が、ファストン端子の根元で断線したため、
スパークが発生して出火したものと推定される
が、配線が断線した原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/15)エアコン（室外機）

（株）東芝（現　東芝ライ
フスタイル（株））

ＲＡＳ－４０２ＰＡＴＲ

( 火災 )

A201700690

2017-2023

2018/01/03

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（２６年）により、モ
ーター巻線の絶縁性能が低下し、レイヤショー
トが生じたため、モーターが過熱し、出火した
ものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、東芝キヤリア（株）
では、２００９年（平成２１年）１０月よ
り、ホームページ等で長期使用に関する注
意喚起を行っており、異常に気づいた場合
は直ちに使用を中止し、販売店などに相談
するよう呼び掛けている。

(受付:2018/01/23)換気扇

富士工業（株）（（株）東
芝ブランド）

ＶＦＲ－７６３ＡＪ４ＴＸ
１（（株）東芝ブランド）

( 火災 )

A201700695

2017-2044

2018/01/14

(事故発生地)

東京都

　飲食店で当該製品を使用中、当該製品
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（２１年）により、コ
ードリール内部の摺動部接点間で接触不良が生
じて異常発熱したことで、周囲の樹脂が炭化、
焼損したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/25)電気炊飯器

東芝ホームテクノ（株）

ＲＣＫ－Ｙ１８Ｚ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0054

A201700702

2017-2047

2017/12/27

(事故発生地)

福岡県

　当該製品を蓄熱中、当該製品が破裂し
、お湯が漏れ、火傷を負った。

　当該製品の確認ができず、詳細な使用状況も
不明のため、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、輸入事業者である大
河商事（株）では、事故の再発防止を図る
ため、２０１５年（平成２７年）３月２日
よりホームページで製品が膨張したことに
よる事故が発生したことを伝えて注意喚起
をするとともに、蓄熱時に本体の状態を目
視確認できるよう、ＰＶＣ素材を不透明か
ら透明なものに改善した後継機種への製品
交換を実施している。

(受付:2018/01/26)電気蓄熱式湯たんぽ

大河商事（株）

ＥＴ－０４

( 重傷 )

A201700715

2017-2119

2018/01/15

(事故発生地)

静岡県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品の残存する電気部品に出火の痕跡は
認められなかったが、事故発生時の詳細な状況
が不明であり、電源基板の一部が焼失して確認
できなかったことから、製品起因か否かを含め
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/05)液晶テレビ

パナソニック（株）

ＴＨ－Ｌ１９Ｒ２

( 火災 )

A201700732

2017-2148

2018/01/23

(事故発生地)

静岡県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、コンプレッサーに接続される内
部配線が短絡し、出火したものと考えられるが
、内部配線が短絡した原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/09)除湿機

松下精工（株）（現　パナ
ソニック　エコシステムズ
（株））

Ｆ－１８ＣＤＱ（推定）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0055

A201700735

2017-2038

2018/01/11

(事故発生地)

山口県

　事務所で当該製品を使用中、当該製品
を焼損し、周辺を汚損する火災が発生し
た。

　当該製品のヒーター部とリード線接続部のカ
シメ不良により、接続部が異常発熱し、出火し
たものと推定される。

　輸入事業者である（株）電響社は、事故
の再発防止を図るため、２０１６年（平成
２８年）５月２０日よりホームページに情
報を掲載するとともに、同年５月２１日に
新聞社告を行い、対象製品について無償で
製品交換を実施している。

(受付:2018/02/14)電気温風機（セラミック
ファンヒーター）

（株）電響社

ＤＴＣ－Ａ１２１５－ＷＨ

( 火災 )

A201700742

2017-2242

2018/02/12

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　事故原因は、製造上の不具合により、ヒータ
ー接続部が異常発熱し、出火に至ったものと考
えられる。

　販売事業者である小泉成器（株）は、事
故の再発防止を図るため、当該製品を含む
対象製品について、２０１６年（平成２８
年）１月２０日にウェブサイトへの情報掲
載及び新聞社告を行うとともに、店頭告知
を行い、対象製品について無償で製品交換
を実施している。

(受付:2018/02/15)電気温風機（セラミック
ファンヒーター）

（株）千石（小泉成器（株
）ブランド）

ＫＣＨ－１２３３（小泉成
器（株）ブランド）

( 火災 )

A201700748

2017-2070

2018/01/28

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、内部配線の接続部において、圧
着不良により接触不良が生じて異常発熱し、焼
損したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/17)電気ストーブ（カーボン
ヒーター）

ユアサプライムス（株）

ＹＡ－９００ＦＣＲ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0056

A201700751

2017-2140

2018/01/19

(事故発生地)

富山県

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、バッテリーパック内のリチウム
イオン電池セルが内部短絡したため、異常発熱
して出火したものと推定されるが、電池セルの
焼損が著しく、電池セルが内部短絡した原因の
特定には至らなかった。

　輸入事業者であるクルールラボ（株）は
、事故の再発防止を図るため、２０１８年
（平成３０年）２月２２日にホームページ
に情報を掲載するとともに、連絡先が判明
している購入者へのダイレクトメールの送
付等を行い、対象製品について無償で製品
交換を実施している。

(受付:2018/02/19)水素水生成器（風呂用）

クルールラボ（株）

ＣＬ－Ｈ２－１００

( 火災 )

A201700753

2017-2273

2018/02/08

(事故発生地)

岐阜県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、内部配線と電源基板を接続する
端子のねじ止め部で緩みが生じて接触不良とな
り、異常発熱して出火に至ったものと推定され
る。

　販売事業者であるジェックス（株）では
、当該製品を含む対象機種について、
２０１７年（平成２９年）２月７日にホー
ムページに情報を掲載するとともに、店頭
告知を行い、製品回収および対策品との交
換を実施している。

(受付:2018/02/20)水槽用ウォータークーラ
ー

ファイブプラン（株）（現
　ジェックスインターナシ
ョナル（株））（ジェック
ス（株）ブランド）

ＧＸＣ－２０１Ｘ（ジェッ
クス（株）ブランド）

( 火災 )

A201700762

2017-2290

2018/02/06

(事故発生地)

長崎県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　事故原因は、室外機の制御基板に小動物や埃
・水分などの異物が侵入・付着したことにより
トラッキングが発生し、発煙・発火したものと
思われる。

　ダイキン工業（株）では、２００９年（
平成２１年）２月３日にプレスリリースを
行い、また、翌２月４日に新聞社告を掲載
するなどして、注意喚起を行うとともに、
対象製品について無償改修を実施している
。

(受付:2018/02/22)エアコン（室外機）

ダイキン工業（株）

ＲＡＺ２８５Ｘ（推定）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0057

A201700780

2017-2336

2018/01/27

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　事故原因は、当該製品内部に水漏れが発生し
、当該製品の基板又はコネクター部でトラッキ
ング現象等が生じて出火に至ったものと考えら
れる。

　製造事業者であるリンナイ（株）は、事
故の再発防止を図るため、当該製品を含む
対象機種について、２０１２年（平成２４
年）８月２４日、ホームページへの情報掲
載を行うとともに、所有者に対してダイレ
クトメールの送付等を行い、対象製品につ
いて無償点検・修理を実施している。

(受付:2018/03/02)食器洗い乾燥機（ビルト
イン式）

リンナイ（株）

ＲＫＷ－Ｖ４５Ａ

( 火災 )

A201700788

2017-2367

2018/02/27

(事故発生地)

群馬県

　異臭がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生していた
。

　当該製品のセンサー部において、電源基板上
のリレー付近から出火したものと推定されるが
、焼損が著しく、確認できない部品等があった
ことから、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、製造事業者である新
潟精機（株）は、当該製品を含む対象製品
について、部品の不具合により発火のおそ
れがあることから、事故の再発防止を図る
ため、２０１６年（平成２８年）９月２８
日にホームページへの情報掲載を行い、販
売事業者の（株）カインズにおいても、同
日、自社ホームページへの情報掲載及び店
頭告知を行い、無償で製品交換を実施して
いる。

(受付:2018/03/05)照明器具（センサー付）

新潟精機（株）（（株）カ
インズブランド）

ＳＬＨ－７５Ｔ（（株）カ
インズブランド）

( 火災 )

A201700794

2017-2397

2018/01/31

(事故発生地)

東京都

　火災警報器が鳴動したため確認すると
、当該製品の内部部品を焼損する火災が
発生していた。

　当該製品は、長期使用（４２年）により、モ
ーター軸受のグリスが漏れ出し過負荷状態とな
り、温度過昇防止装置が頻繁に動作したため、
接点が溶着し連続通電して、モーターの内部温
度が異常発熱し、油分を含んだほこりや温度過
昇防止装置の配線被覆が焼損したものと推定さ
れる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/03/08)電気ポンプ（井戸用）

三菱電機（株）（現　テラ
ル多久（株）が事業承継）

ＷＰ－８５Ｅ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0058

A201700809

2017-2417

2018/03/08

(事故発生地)

長野県

　当該製品を使用中、当該製品の電源プ
ラグ部及び周辺を焼損する火災が発生し
た。

　当該製品の電源プラグ内部から出火したと考
えられるが、詳細な使用状況が不明のため、製
品起因か否かを含め、事故原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/03/13)電気洗濯機

ハイアールジャパンセール
ス（株）

ＪＷ－Ｋ５０Ｈ

( 火災 )

A201700817

2017-2441

2018/03/11

(事故発生地)

愛知県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、電源基板の電源線接続部にはん
だ付け不良があったため、はんだクラックが生
じて異常発熱し、出火した可能性が考えられる
が、焼損が著しく、確認できない部品があった
ことから、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、製造事業者である新
潟精機（株）は、当該製品を含む対象製品
について、部品の不具合により発火のおそ
れがあることから、事故の再発防止を図る
ため、２０１６年（平成２８年）９月２８
日にホームページへの情報掲載を行い、販
売事業者の（株）カインズにおいても、同
日、自社ホームページへの情報掲載及び店
頭告知を行い、無償で製品交換を実施して
いる。

(受付:2018/03/19)照明器具（センサー付）

新潟精機（株）（（株）カ
インズブランド）

ＳＬＨ－７５Ｔ（（株）カ
インズブランド）

( 火災 )

A201700845

2018-0015

2018/03/25

(事故発生地)

青森県

　当該製品を使用後、電源を入れたまま
にしたところ、当該製品及び周辺を焼損
する火災が発生した。

　事故原因は、当該製品のモーターが低温環境
下で起動不良を起こして過負荷状態となり、過
大な電流が流れた際に、製品の仕様（定格値）
に適合していないサーキットブレーカー（電流
遮断装置）が使用されていたため、安全装置が
作動せず、モーターが過熱し出火したものと考
えられる。

　（株）ナカトミでは、２００７年（平成
１９年）１月１４日にホームページへの情
報掲載及び新聞社告を行うとともに、販売
店における店頭掲示等により注意喚起を行
い、対象製品の無償回収を実施している。

(受付:2018/03/30)空気圧縮機

（株）ナカトミ

ＣＰ－１４５０

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0059

A201800014

2018-0091

2018/03/24

(事故発生地)

石川県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品内蔵のリチウムポリマー電池セルが
異常発熱して出火したものと推定されるが、焼
損が著しいことから、電池セルが異常発熱した
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/04/12)ポータブルＤＶＤプレー
ヤー

（株）サイエルインターナ
ショナル（（株）三友商事
ブランド）

ＭＩ－ＰＤＶＤ１０１（（
株）三友商事ブランド）

( 火災 )

A201800016

2018-0026

2018/03/19

(事故発生地)

青森県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損し
、周辺を汚損する火災が発生した。

　事故の原因は、当該製品の強弱切替え用に使
用されているダイオードが不良品であったこと
により、ダイオードが異常発熱し、出火したも
のと考えられる。

　輸入事業者であるユアサプライムス（株
）では、事故の再発防止を図るため、
２０１６年（平成２８年）３月１９日より
ホームページに情報を掲載し、新聞社告を
行うとともに、販売店への協力要請を行い
、対象製品について無償点検及び修理を実
施している。

(受付:2018/04/12)電気ストーブ（カーボン
ヒーター）

ユアサプライムス（株）

ＫＹＡ－Ｃ９１５Ｒ（ＷＨ
）

( 火災 )

A201800017

2018-0089

2017/03/12

(事故発生地)

岐阜県

　使用者（８０歳代）が当該製品を使用
中、転倒し、左肩を負傷した。

　当該製品は、走行ベルトの速度を制御するプ
ログラムに十分な安全対策が施されていなかっ
たため、速度センサーにほこり等の汚れが付着
し、モーターの回転数が検知できなくなった際
に、走行ベルトが急に高速回転して使用者が転
倒したものと推定される。

　再発防止措置として、大広（株）は、
２０１７年１０月出荷分から制御プログラ
ムを改良し、速度センサーが故障しても走
行ベルトの速度が上がらない製品とした。
また、操作パネル部分には「走行ベルトに
乗ってスタートボタンを押さない。」旨の
注意ラベルを貼付した。また、引き続き同
様の事故発生について注視していくととも
に、必要に応じて対応を行うこととする。

(受付:2018/04/13)運動器具（ルームランナ
ー）

大広（株）

ＤＫ－２０５

( 重傷 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0060

A201800022

2018-0112

2018/04/02

(事故発生地)

神奈川県

　事務所で当該製品を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、圧縮機の運転コンデンサーの内
部短絡により出火したものと推定されるが、焼
損が著しく、また製造後３６年が経過している
ことから、当該部品の不良によるものか、経年
劣化によるものか判別ができず、事故原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、製造事業者は、当該
製品を含む対象機種について、１９８５年
（昭和６０年）７月２日に新聞社告を行う
とともに、テレビＣＭ放送や他の製品のサ
ービス訪問時等に対象製品を探し、さらに
２０１０年（平成２２年）１月２１日にウ
ェブサイトへの情報掲載を行い、対象製品
について無償点検及び修理を実施している
。

(受付:2018/04/19)電気冷蔵庫

（株）日立製作所（現　日
立アプライアンス（株））

Ｒ－７２３ＶＦＢ

( 火災 )

A201800027

2018-0062

2018/03/22

(事故発生地)

岐阜県

　当該製品に複数の電気製品を接続して
使用中、当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生した。

　当該製品は、栓刃可動部のリベットにカシメ
不良があったため、リベットが緩んで栓刃可動
部で接触不良となり、異常発熱が生じて出火に
至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/04/23)延長コード

大和電器（株）

Ｔ２０２０

( 火災 )

A201800039

2018-0164

2018/03/29

(事故発生地)

東京都

　当該製品内部を焼損する火災が発生し
た。

　当該製品の空だき防止機能が作動しなかった
ため、ヒーターが異常発熱し、温度ヒューズが
溶断するまでの間にヒーター周辺の樹脂が溶融
して発煙に至ったものと推定されるが、空だき
防止機能が作動しなかった原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/04/26)電気ケトル

象印マホービン（株）

ＣＫ－ＦＥ０８

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0061

A201800049

2018-0051

2018/03/12

(事故発生地)

熊本県

　当該製品に複数の電気製品を接続して
使用中、当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生した。（Ａ201800067と同一
事故）

　当該製品のタップ部内部の電気部品間で短絡
して出火した可能性があるが、焼損が著しく、
確認できない電気部品があり、また詳細な使用
状況が不明であることから、製品起因か否かを
含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/05/02)延長コード

（株）オーム電機

ＨＳ－Ｔ１９４６Ｗ

( 火災 )

A201800058

2018-0197

2018/04/19

(事故発生地)

神奈川県

　火災報知機が鳴動したため確認すると
、当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生していた。

　調査の結果、長期使用（約２３年）により、
電源回路内の電解コンデンサーが液漏れしたた
め、プリント基板上のパターン間が絶縁劣化す
るとともにトラッキング現象を生じて発煙、発
火に至ったものと推定される。

　アイホン（株）では、事故の再発防止を
図るため、当該製品を含む対象機種につい
て、２００８年（平成２０年）６月２日に
ホームページに情報を掲載し、無償点検及
び部品交換を実施している。

(受付:2018/05/11)インターホン

アイホン（株）

ＭＹＨ－２Ｃ

( 火災 )

A201800087

2018-0220

2018/05/04

(事故発生地)

愛媛県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品の温度コントローラー内部のリレー
接点回路には、リレーの寿命を延ばすために接
点の溶着を回避する機能が内蔵されており、長
期間の使用が可能となったが、リレー接点が開
閉を重ねることにより、金属粉が温度コントロ
ーラーのリレー接点回路の内部に堆積し、湿気
の影響も受け、ショートし、コントローラーの
ケースが一部溶融したものと考えられる。

松下電工（株）（現　パナソニック（株）
）は、２０１０年（平成２２年）１月２５
日にプレスリリースを行うとともに、翌
２６日に新聞社告を掲載し、当該製品を含
む対象機種について、無償で製品交換を実
施している。

(受付:2018/05/25)電気カーペット

松下電工（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＤＲ３１４５

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0062

A201800096

2018-0292

2018/04/26

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損し
、周辺を溶損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品の内部部品（ダイオー
ドブリッジ）に製造上のばらつきがあり、部品
内部のはんだ部の劣化が進み、はんだクラック
が生じるため、スパークが発生し、発煙に至っ
たものと推定される。

　松下住設機器（株）（現　パナソニック
（株））は、当該製品を含む対象機種につ
いて、２００７年（平成１９年）５月３１
日に新聞社告を掲載し、その後も折り込み
チラシの配布やダイレクトメールの送付等
を通じて、注意喚起を行うとともに、対象
製品について無償改修を実施している。

(受付:2018/05/28)電子レンジ

松下住設機器（株）（現　
パナソニック（株））

ＮＥ－Ｐ３００

( 火災 )

A201800102

2018-0321

2018/05/18

(事故発生地)

東京都

　事務所で当該製品の上に置いていた可
燃物及び周辺を焼損する火災が発生した
。

　事故の原因は、身体等が当該製品のつまみに
触れてスイッチが入り、当該製品の上に置かれ
ていた可燃物などが燃えたものと考えられる。

　小型キッチン等に組み込まれた電気こん
ろ（つまみが飛び出しているもの）につい
ては、身体や荷物がつまみ（スイッチ操作
部）に触れ、スイッチが入ってしまう事故
が多発していることから、各事業者におい
てつまみ（スイッチ部）の無償改修を行っ
ている。さらに、電気こんろメーカー及び
キッチンユニットメーカー１３社は、
２００７年（平成１９年）６月２０日に「
小形キッチンユニット用電気こんろ協議会
」を設立し、再発防止のため、１００％改
修を目指した抜本的対策を、２００７年（
平成１９年）年７月３日及び同年７月３１
日に公表し、改修を進めている。「一口電
気こんろ」と同様のスイッチ構造を持つ「
上面操作一口電気こんろ」及び「複数口電
気こんろ」については、２００７年（平成
１９年）年８月１日に改修対象に加え、新
聞社告を掲載し、また、新聞折り込みチラ
シの配布を全国で展開する等改修を進めて
いる。

(受付:2018/05/31)電気こんろ

富士工業（株）

ＦＨ－３１Ｂ（組み込み先
のキッチンメーカーは不明
）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0063

A201800109

2018-0324

2018/05/05

(事故発生地)

宮崎県

　当該製品を延長コードに接続して使用
中、当該製品を焼損する火災が発生した
。

　事故の原因は、当該製品の強弱切替え用に使
用されているダイオードが不良品であったこと
により、ダイオードが異常発熱し、出火したも
のと考えられる。

　輸入事業者であるユアサプライムス（株
）では、事故の再発防止を図るため、
２０１６年（平成２８年）３月１９日より
ホームページに情報を掲載し、新聞社告を
行うとともに、販売店への協力要請を行い
、対象製品について無償点検及び修理を実
施している。

(受付:2018/06/01)電気ストーブ（カーボン
ヒーター）

ユアサプライムス（株）

ＹＡ－Ｃ９４５ＳＲ

( 火災 )

A201800110

2018-0325

2018/05/01

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、長期使用（３０年）により、
４０Ｗ用安定器の一次巻線が絶縁劣化したため
、レイヤショートが生じて異常発熱し、出火に
至ったものと推定される。

　製造事業者及び（一社）日本照明工業会
は、ホームページに点検・交換の推奨時期
、耐用年数を表示するとともに、長期使用
の製品に関する注意喚起を実施している。

(受付:2018/06/01)照明器具

日立照明（株）（現　日立
アプライアンス（株））

ＲＰ７００３

( 火災 )

A201800153

2018-0422

2018/06/09

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、長期使用（約２６年）により、
電源回路の二次側に用いた電解コンデンサーが
液漏れしたため、プリント基板上のパターン間
が絶縁劣化したことで、電源基板が発熱・発煙
したものと推定される。

　アイホン（株）では、事故の再発防止を
図るため、当該製品を含む対象機種につい
て、２００５年（平成１７年）２月２４日
にホームページに情報を掲載し、無償点検
及び部品交換を実施している。

(受付:2018/06/19)電話機（インターホン機
能付）

アイホン（株）

ＨＢ２－１０４ＶＵ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0064

A201800157

2018-0426

2018/06/14

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、ＡＣアダプターのＤＣプラグ樹
脂において、難燃剤に使用されていた赤リンの
耐水性に不具合があったため、湿度の影響でリ
ン酸が生じて端子金属から銅が溶出し、端子間
が短絡して異常発熱が生じ、出火に至ったもの
と推定される。

　輸入事業者である東芝クライアントソリ
ューション（株）では、事故の再発防止を
図るため、２０１８年（平成３０年）６月
２２日にホームページに情報を掲載すると
ともに、同月２５日に新聞社告を行い、パ
ソコンに同梱またはオプションとして販売
、修理交換された対象ＡＣアダプターの無
償交換を行っている。

(受付:2018/06/22)ノートパソコン

（株）東芝（現　東芝クラ
イアントソリューション（
株））

ｄｙｎａｂｏｏｋ　ＢＸ／
５１Ｌ

( 火災 )

A201800158

2018-0438

2018/06/17

(事故発生地)

東京都

　当該製品のＡＣアダプター及び周辺を
焼損する火災が発生した。

　当該製品は、ＡＣアダプターのＤＣプラグ樹
脂において、難燃剤に使用されていた赤リンの
耐水性に不具合があったため、湿度の影響でリ
ン酸が生じて端子金属から銅が溶出し、端子間
が短絡して異常発熱が生じ、出火に至ったもの
と推定される。

　輸入事業者である東芝クライアントソリ
ューション（株）では、事故の再発防止を
図るため、２０１８年（平成３０年）６月
２２日にホームページに情報を掲載すると
ともに、同月２５日に新聞社告を行い、パ
ソコンに同梱またはオプションとして販売
、修理交換された対象ＡＣアダプターの無
償交換を行っている。

(受付:2018/06/22)ノートパソコン

（株）東芝（現　東芝クラ
イアントソリューション（
株））

ｄｙｎａｂｏｏｋ　Ｔ
３５０／３４ＢＲ

( 火災 )

A201800159

2018-0439

2018/06/18

(事故発生地)

茨城県

　当該製品のACアダプターを焼損する
火災が発生した。

　当該製品は、ACアダプターのDCプラグ樹脂
において、難燃剤に使用されていた赤リンの耐
水性に不具合があったため、湿度の影響でリン
酸が生じて端子金属から銅が溶出し、端子間が
短絡して異常発熱が生じ、出火に至ったものと
推定される。

　輸入事業者である東芝クライアントソリ
ューション（株）では、事故の再発防止を
図るため、２０１８年（平成３０年）６月
２２日にホームページに情報を掲載すると
ともに、同月２５日に新聞社告を行い、パ
ソコンに同梱またはオプションとして販売
、修理交換された対象ＡＣアダプターの無
償交換を行っている。

(受付:2018/06/22)デスクトップパソコン

（株）東芝（現　東芝クラ
イアントソリューション（
株））

ｄｙｎａｂｏｏｋ　ＲＥＧ
ＺＡ　ＰＣ　Ｄ７１１／Ｔ
３ＤＷ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0065

A201800179

2018-0492

2018/06/26

(事故発生地)

奈良県

　学校で当該製品の電源を入れたところ
、当該製品のＡＣアダプターを焼損する
火災が発生した。

　当該製品は、ＡＣアダプターのＤＣプラグ樹
脂において、難燃剤に使用されていた赤リンの
耐水性に不具合があったため、湿度の影響でリ
ン酸が生じて端子金属から銅が溶出し、端子間
が短絡して異常発熱が生じ、出火に至ったもの
と推定される。

　輸入事業者である東芝クライアントソリ
ューション（株）では、事故の再発防止を
図るため、２０１８年（平成３０年）６月
２２日にホームページに情報を掲載すると
ともに、同月２５日に新聞社告を行い、パ
ソコンに同梱またはオプションとして販売
、修理交換された対象ＡＣアダプターの無
償交換を行っている。

(受付:2018/07/03)ノートパソコン

（株）東芝（現　東芝クラ
イアントソリューション（
株））

ｄｙｎａｂｏｏｋ　Ｒ
７３１／Ｃ

( 火災 )

A201800194

2018-0526

2018/06/30

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損し
、周辺を汚損する火災が発生した。

　事故原因は、当該製品のファンモーターのリ
ード線接続部分に、エアコン洗浄液等の電気を
通しやすい物質が付着・浸入し、さらに当該製
品内部で発生した結露がリード線接続部分に回
りこむことによって、トラッキング現象が生じ
、発煙・出火に至ったものと考えられる。

　東芝キヤリア（株）は、事故の再発防止
を図るため、２００４年（平成１６年）８
月２０日より新聞社告を掲載するとともに
、新聞折り込みチラシ、交通広告（電車内
）等の注意喚起を行い、さらに、消費生活
センターや消防署等においてポケットティ
ッシュ（対象製品の写真等を同封）やチラ
シの配布を行うとともに、地方公共団体の
広報誌や電力会社等による配布物への情報
掲載、介護施設へのＰＲを行うなど、引き
続き注意喚起及び無償点検・改修を呼び掛
けている。

(受付:2018/07/10)エアコン

東芝キヤリア（株）

ＲＡＳ－５０６ＬＤＲ

( 火災 )

A201800195

2018-0527

2018/06/30

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品のＡＣア
ダプターを焼損する火災が発生した。

　当該製品は、ＡＣアダプターのＤＣプラグ樹
脂において、難燃剤に使用されていた赤リンの
耐水性に不具合があったため、湿度の影響でリ
ン酸が生じて端子金属から銅が溶出し、端子間
が短絡して異常発熱が生じ、出火に至ったもの
と推定される。

　輸入事業者である東芝クライアントソリ
ューション（株）では、事故の再発防止を
図るため、２０１８年（平成３０年）６月
２２日にホームページに情報を掲載すると
ともに、同月２５日に新聞社告を行い、パ
ソコンに同梱またはオプションとして販売
、修理交換された対象ＡＣアダプターの無
償交換を行っている。

(受付:2018/07/10)ノートパソコン

（株）東芝（現　東芝クラ
イアントソリューション（
株））

ｄｙｎａｂｏｏｋＥＸ／
６６ＭＢＬＹＤ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0066

A201800204

2018-0542

2018/06/07

(事故発生地)

埼玉県

　火災警報器が鳴動したため確認すると
、当該製品のＡＣアダプター及び周辺を
焼損する火災が発生していた。

　当該製品は、ＡＣアダプターのＤＣプラグ樹
脂において、難燃剤に使用されていた赤リンの
耐水性に不具合があったため、湿度の影響でリ
ン酸が生じて端子金属から銅が溶出し、端子間
が短絡して異常発熱が生じ、出火に至ったもの
と推定される。

　輸入事業者である東芝クライアントソリ
ューション（株）では、事故の再発防止を
図るため、２０１８年（平成３０年）６月
２２日にホームページに情報を掲載すると
ともに、同月２５日に新聞社告を行い、パ
ソコンに同梱またはオプションとして販売
、修理交換された対象ＡＣアダプターの無
償交換を行っている。

(受付:2018/07/12)ノートパソコン

（株）東芝（現　東芝クラ
イアントソリューション（
株））

ｄｙｎａｂｏｏｋ　Ｓａｔ
ｅｌｌｉｔｅ　Ｂ３５０／
Ｗ２ＦＢ

( 火災 )

A201800207

2018-0544

2018/07/06

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損し
、周辺を汚損する火災が発生した。

　事故原因は、当該製品のファンモーターのリ
ード線接続部分に、エアコン洗浄液等の電気を
通しやすい物質が付着・浸入し、さらに当該製
品内部で発生した結露がリード線接続部分に回
りこむことによって、トラッキング現象が生じ
、発煙・出火に至ったものと考えられる。

　東芝キヤリア（株）は、事故の再発防止
を図るため、２００４年（平成１６年）８
月２０日より新聞社告を掲載するとともに
、新聞折り込みチラシ、交通広告（電車内
）等の注意喚起を行い、さらに、消費生活
センターや消防署等においてポケットティ
ッシュ（対象製品の写真等を同封）やチラ
シの配布を行うとともに、地方公共団体の
広報誌や電力会社等による配布物への情報
掲載、介護施設へのＰＲを行うなど、引き
続き注意喚起及び無償点検・改修を呼び掛
けている。

(受付:2018/07/13)エアコン

東芝キヤリア（株）

ＲＡＳ－５０６ＬＤＲ

( 火災 )

A201800222

2018-0631

2018/07/11

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、当該製品のモーター用コンデン
サーの製造工程において、異物が混入していた
ため、使用中に徐々に絶縁劣化を起こし、内部
短絡を起こして出火に至ったものと推定される
。

　ハイアールジャパンセールス（株）では
、事故の再発防止を図るため、当該製品を
含む対象機種について、２０１０年（平成
２２年）１１月１２日にホームページに情
報を掲載し、２０１２年（平成２４年）９
月２１日にプレスリリース、同年９月２２
日に新聞社告を行い、無償点検及び部品の
無償交換を実施している（三洋ハイアール
（株）（２００７年（平成１９年）３月解
散）が輸入した電気洗濯機も含む）。

(受付:2018/07/20)電気洗濯機

三洋ハイアール（株）（現
　ハイアールジャパンセー
ルス（株））

ＨＳＷ－５０Ｓ５

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0067

A201800225

2018-0652

2018/07/12

(事故発生地)

東京都

　当該製品の内部を焼損する火災が発生
した。

　事故原因は、当該製品のコンプレッサー始動
用に使用されている始動リレー（起動用電気部
品）内のＰＴＣ素子（電流を制御する部品）の
品質にばらつきがあること等により発熱故障し
、始動リレー内部で発煙・焼損したものと考え
られる。

　製造事業者であるシャープ（株）は、事
故の再発防止を図るため、２０１２年（平
成２４年）４月１６日にホームページに情
報を掲載するとともに、翌４月１７日に新
聞社告を行い、当該製品を含む対象製品に
ついて、無償点検・部品交換を実施してい
る。

(受付:2018/07/23)電気冷蔵庫

シャープ（株）

ＳＪ－ＷＡ３５Ｃ

( 火災 )

A201800233

2018-0655

2018/07/15

(事故発生地)

山形県

　事業所で火災報知機が鳴動したため確
認すると、当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生していた。

　調査の結果、当該製品は、長期使用（１５年
）により、内部のモーターコイル巻線の絶縁が
劣化し、レイヤショートが生じたためモーター
部が過熱し、当該製品を焼損したものと推定さ
れる。

　輸入事業者であるガデリウス・インダス
トリー（株）では、事故の再発防止を図る
ため、２０１３年（平成２５年）３月１５
日にホームページへ情報を掲載し、同年４
月５日に新聞社告を行うとともに、所有者
に対するダイレクトメールの送付などを順
次実施し、対象製品について製品改修を実
施している。

(受付:2018/07/24)換気扇

ガデリウス（株）（現　ガ
デリウス・インダストリー
（株）（フクビ化学工業（
株）ブランド））

ＳＩＲＯＣ－Ｔ３／７（フ
クビ化学工業（株）ブラン
ド）

( 火災 )

A201800273

2018-0738

2018/08/02

(事故発生地)

京都府

　エアコンのスイッチを入れたところ、
当該製品を焼損する火災が発生した。

　事故の原因は、当該製品のプリント基板のダ
イオードブリッジのはんだ接続部で、はんだ量
が少なく、プリント基板と電装品箱の熱伸縮の
差により、はんだ接続部に繰り返し応力が掛か
り、はんだクラックが発生し、発煙・出火に至
ったものと考えられる。

　製造事業者であるダイキン工業（株）は
、事故の再発防止を図るため、２００４年
（平成１６年）１０月１８日にウェブサイ
トに情報を掲載し、翌１０月１９日に新聞
社告を行うとともに、継続的に新聞折込チ
ラシやダイレクトメールの送付を行い、当
該製品を含む対象製品について無償点検及
び改修を実施している。

(受付:2018/08/07)エアコン（室外機）

ダイキン工業（株）

ＲＡ２２５ＧＸ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0068

A201800283

2018-0748

2018/08/08

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品のＡＣアダプター及び周辺を
焼損する火災が発生した。

　当該製品は、ＡＣアダプターのＤＣプラグ樹
脂において、難燃剤に使用されていた赤リンの
耐水性に不具合があったため、湿度の影響でリ
ン酸が生じて端子金属から銅が溶出し、端子間
が短絡して異常発熱が生じ、出火に至ったもの
と推定される。

　輸入事業者である東芝クライアントソリ
ューション（株）では、事故の再発防止を
図るため、２０１８年（平成３０年）６月
２２日にホームページに情報を掲載すると
ともに、同月２５日に新聞社告を行い、パ
ソコンに同梱またはオプションとして販売
、修理交換された対象ＡＣアダプターの無
償交換を行っている。

(受付:2018/08/09)ノートパソコン

（株）東芝（現　東芝クラ
イアントソリューション（
株））

ｄｙｎａｂｏｏｋ　Ｂ
３５０／２２Ｂ

( 火災 )

A201800301

2018-0791

2018/08/07

(事故発生地)

広島県

　寮で火災警報器が鳴動したため確認す
ると、当該製品及び周辺を焼損する火災
が発生していた。

　事故原因は、当該製品のファンモーターの製
造工程上の不具合により、ファンモーターに内
蔵された電子部品（チップコンデンサー）がシ
ョート（短絡故障）し、過大電流が電気回路に
流れたことでファンモーターが発熱・発火し、
出火に至ったものと考えられる。

　ダイキン工業（株）では、事故の再発防
止を図るため、２０１４年（平成２６年）
１０月１７日にホームページへ情報を掲載
し、翌１０月１８日に新聞社告を実施する
とともに、ｗｅｂ情報受付、販売ルートへ
のダイレクトメールの発送、販売店リスト
による架電連絡、チラシの作成および配布
を行い、当該製品を含む対象製品について
、無償で点検、修理を実施している。また
、２０１５年（平成２７年）５月１５日に
は対象範囲を追加する旨、ホームページに
情報を掲載し、翌５月１６日に新聞社告を
実施している。

(受付:2018/08/21)エアコン

ダイキン工業（株）

Ｆ２５ＧＴＮＳ－Ｗ

( 火災 )



　製品区分：　02.台所・食卓用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0069

A201700383

2017-1320

2017/08/24

(事故発生地)

千葉県

　重ねて置いていた当該製品を外そうと
したところ、当該製品が割れ、手を負傷
した。

　調査の結果、○使用者は、冷たい飲物を飲ん
だ後、当該製品の上に同等品を重ねて置いてい
たところ、コップ同士がくっついて外れなくな
ったため、上側のコップを右手で、下側の当該
製品を左手で握り、外そうとしたところ、当該
製品が割れ、指を負傷した。○破損の起点は口
天部内側と推定されたが、起点と推定される箇
所のガラスは欠損していた。○同等品２点の口
天部には小さな傷が複数認められたが、傷がつ
いた原因は特定できなかった。○起点でない部
分及び同等品との間に成分の差はなく、鉄、ク
ロム及びニッケル成分は検出されなかったため
、金だわし等でこすった痕跡は認められなかっ
た。○同等品を冷水で冷やした後、水を捨てて
同等品２点を重ね、常温に戻るまで放置したが
、同等品同士が外れなくなることはなかった。
○下側の同等品に水を入れ、上に同等品を重ね
て意図的に外れにくくした２つのコップを外す
のに要する力を５回測定したところ、上の同等
品を外すのに要する力は１２Ｎ～４９Ｎで、５
回目の測定で口天部の内側を起点として下側の
同等品が破損した。●当該製品の上に重なって
外れにくくなった同等品を外そうとした際に、
当該製品の口天部に内側から外側に掛けて力が
加わったため破損し、事故に至ったものと推定
されるが、事故発生時の詳細な状況が不明のた
め、製品起因か否かを含め、事故原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/09/27)食器（コップ、ガラス製
）

イケア・ジャパン（株）

６０３２７７２６

( 重傷 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0070

A201500849

2015-2784

2016/02/28

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を消火後、当該製品の給油タ
ンクを引き抜いたところ、建物１棟を全
焼し、６棟を類焼する火災が発生した。

　使用者が給油のために消火操作を行い、カー
トリッジタンクを取り出した時に、何らかの原
因でふた（口金）が開き、灯油がこぼれ、消火
直後の熱源により着火し、出火に至ったものと
推定されるが、事故発生時の詳細な使用状況が
不明であるため、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/03/14)石油ストーブ（開放式）

（株）コロナ

ＳＸ－Ｅ２７１ＷＹ

( 火災 )

A201600442

2016-1602

2016/11/02

(事故発生地)

山形県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（２２年）により、機
器の燃焼バランスが崩れて熱交換器にすすが堆
積し、機器内部の温度が上昇するとともに電磁
ポンプのＯリングの劣化が促進したため、灯油
漏れを生じて機器内部にたまり、気化した灯油
が引火し、出火に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/11/14)石油給湯機付ふろがま

（株）コロナ

ＵＫＢ－３３００ＴＸＡ（
Ａ）

( 火災 )

A201600520

2016-1797

2016/12/05

(事故発生地)

岐阜県

　事務所で当該製品を使用中、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品に異常燃焼、内部配線及び電装部品
から発火した痕跡はなく気化筒周辺の焼損が著
しいことから、その周辺から発火したものと考
えられるが、焼失し確認できない部品があるこ
とから、製品起因か否かを含め、事故原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/12/14)石油温風暖房機（開放式
）

（株）コロナ

ＧＴ－２５１１

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0071

A201600586

2016-1944

2016/12/31

(事故発生地)

岩手県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、プリント基板上の電源コード接
続端子部付近から出火したものと推定されるが
、プリント基板の焼損が著しく、事故原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/01/13)石油温風暖房機（開放式
）

（株）コロナ

ＦＨ－Ｓ３２３ＤＸ

( 火災 )

A201600777

2016-2455

2017/02/28

(事故発生地)

宮崎県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、長期使用（２２年）により、バ
ーナー又は電磁ポンプから漏れた灯油が排気室
にたまり、たまった灯油に引火したものと推定
される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/03/21)石油給湯機

長府工産（株）

ＣＢＸ－４００Ｆ

( 火災 )

A201700065

2017-0211

2017/04/28

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（２５年）により、熱
交換器及び排気口にほこりやすすがたまり、空
気不足により燃焼不良が起き、発生した未燃ガ
スに燃焼室の火が引火して異常燃焼が生じたた
め、事故に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/05/08)屋外式（ＲＦ式）ガス瞬
間湯沸器（都市ガス用）

パロマ工業（株）（現　（
株）パロマ）

ＰＨ－１６ＣＷ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0072

A201700409

2017-1321

2017/09/28

(事故発生地)

北海道

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品の制御基板付近が著しく焼損してい
たが、事故発生以前の使用状況が不明のため、
製品起因か否かを含め、事故原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/10)石油ストーブ（半密閉式
）

（株）コロナ

ＳＶ－８５ＭＲ８

( 火災 )

A201700557

2017-1741

2017/11/28

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、置台が容易に外れる構造であり
、使用者が当該製品を移動した際に置台が外れ
たことに気付かず、毛足の長いじゅうたんの上
で点火してその場を離れたため、固定タンク下
面が閉塞されて異常燃焼を生じ、じゅうたんが
焼損したものと推定される。　なお、取扱説明
書には、「置台を外した状態で使用しない。」
旨、記載されているが、置台を外して使用した
際の危険性については記載されていなかった。

　再発防止措置として（株）トヨトミは、
事業者ホームページにて「置台は必ず取り
付けて使用すること」「置台を取り付けな
いで使用すると、異常燃焼や火災など予想
しない事故が発生するおそれがある」旨、
注意喚起を行っている。

(受付:2017/12/08)石油ストーブ（開放式）

（株）トヨトミ

ＲＬ－２５Ｆ

( 火災 )

A201700558

2017-1742

2017/11/24

(事故発生地)

北海道

　建物を全焼する火災が発生し、１名が
死亡した。現場に当該製品があった。

　当該製品の焼損は著しく、事故発生時の詳細
な状況等が不明のため、製品起因か否かを含め
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/08)石油ストーブ（半密閉式
）

（株）トヨトミ

ＨＲ－ＦＸ６５

( 火災  死亡 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0073

A201700578

2017-1781

2017/12/01

(事故発生地)

岡山県

　当該製品の給油タンクに給油後、当該
製品に戻す際に灯油がこぼれ、建物を全
焼、２棟を類焼し、１名が軽傷を負う火
災が発生した。

　当該製品はリコール対象機種の未対策品であ
ったが、回収されたカートリッジタンクの焼損
が著しいため、リコール事象により事故に至っ
たかは判断できず、また事故発生時の給油動作
の詳細も不明なため、製品起因か否かを含め、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/15)石油ストーブ（開放式）

（株）コロナ

ＳＸ－２２００

( 火災 )

A201700612

2017-1869

2017/12/16

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品内部に堆積したほこりに灯油が付着
し、着火したものと推定されるが、事故の発生
状況の詳細が不明のため、製品起因か否かを含
め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/28)石油温風暖房機（開放式
）

三菱電機（株）

ＫＤ－２５４Ｘ

( 火災 )

A201700614

2017-1870

2017/12/15

(事故発生地)

北海道

　当該製品を使用中、当該製品を焼損し
、周辺を汚損する火災が発生した。

　当該製品が異常燃焼したことで出火した可能
性が考えられるが、メンテナンス不良が事故発
生に影響した可能性もあり、製品起因か否かを
含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/28)石油ストーブ（半密閉式
）

サンポット（株）

ＫＳＨ－９１Ｒ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0074

A201700638

2017-1905

2017/12/28

(事故発生地)

北海道

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品の製造時に送油パイプとノズル接続
部間に異物が混入した状態で接続されたため、
使用中に接続部から漏れた灯油に引火して出火
したものと推定される。

　再発防止策として、サンポット（株）は
、組立て前にエアブローによる異物の除去
作業を追加するとともに部品の管理状態や
検査方法の見直し等を検討することとした
。

(受付:2018/01/09)石油ストーブ（半密閉式
）

サンポット（株）

ＫＳＨ－７０９ＫＣ　Ｎ

( 火災 )

A201700658

2017-1956

2018/01/05

(事故発生地)

新潟県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（２３年）により、熱
交換器のフィンにすすが詰まり、熱交換器の内
圧が高まり、バーナーと熱交換器の接続部のパ
ッキンがダメージを受け、高温の排気が漏れ、
焼損したものと推定される。また、異常を示す
症状を認識しているにもかかわらず使用を継続
したことも、事故原因の一因と推定される。　
なお、取扱説明書には、「異常音を立てて燃焼
する場合は、販売店へ連絡する。」旨、記載さ
れている。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/16)石油給湯機付ふろがま

（株）コロナ

ＵＫＢ－３３００ＴＸＡ（
Ｍ）

( 火災 )

A201700666

2017-1976

2017/12/20

(事故発生地)

山口県

　当該製品のスイッチを入れたところ、
当該製品を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、点火不良の状態であったにもか
かわらず再点火を繰り返したため、たまった未
燃灯油に点火時のスパークが着火したものと推
定されるが、当該製品の確認ができず、製品起
因か否かを含め、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/18)石油給湯機

（株）ノーリツ

ＯＱＢ－３０００Ｙ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0075

A201700676

2017-1922

2018/01/03

(事故発生地)

北海道

　当該製品を使用中、建物２棟を全焼し
、１棟を部分焼する火災が発生した。

　使用者が当該製品に点火した後にその場を離
れていたため、使用中のこんろの火が、周辺の
可燃物に着火した可能性が考えられるが、焼損
が著しく、確認できない部品があったことから
、製品起因か否かを含め、事故原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/19)ガスこんろ（ＬＰガス用
）

（株）パロマ

ＰＡ－Ｎ３９Ｐ

( 火災 )

A201700677

2017-1980

2018/01/12

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を使用中、一酸化炭素中毒の
疑いにより１名が死亡した。

　当該製品は、不完全燃焼防止装置の付いてい
ない製品であり、長期使用（４２年以上）によ
り、熱交換器フィンにすすやほこりが堆積して
いたため燃焼状態が悪く、当該製品を長時間使
用したことから、脱衣所及び浴室内の一酸化炭
素濃度が上昇し、事故に至ったものと推定され
る。

　再発防止措置として、（株）パロマは、
屋内設置の不完全燃焼防止装置の付いてい
ない開放式ガス瞬間湯沸器について、買替
促進を図っているところである。

(受付:2018/01/19)開放式ガス瞬間湯沸器（
ＬＰガス用）

パロマ工業（株）（現　（
株）パロマ）

ＰＨ－５号Ｆ

( 死亡  CO中毒 )

A201700680

2017-2015

2017/12/13

(事故発生地)

北海道

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生し、１名が軽傷を
負った。

　当該製品の焼損は著しく、事故発生時の状況
等が不明のため、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/22)石油ストーブ（開放式）

（株）トヨトミ

ＲＳ－Ｓ２４Ｃ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0076

A201700689

2017-1994

2018/01/10

(事故発生地)

北海道

　当該製品を点火したところ、当該製品
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、排気経路に堆積したすすにより
不完全燃焼となり、排気筒に多量の未燃灯油が
たまっていたため、点火した際に未燃灯油に着
火し排気筒が過熱し、排気管の断熱カバーを焼
損したものと推定されるが、詳細な整備状況や
使用状況が不明のため、製品起因か否かを含め
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/23)石油ストーブ（密閉式）

サンポット（株）

ＦＦ－６２１ＴＳ

( 火災 )

A201700700

2017-2043

2017/12/29

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、一酸化炭素中毒に
より２名が軽症を負った。

　事故発生時の詳細な状況が不明であり、当該
製品を調査できなかったことから、製品起因か
否かを含め、事故原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/26)開放式ガス瞬間湯沸器（
都市ガス用）

リンナイ（株）（東京ガス
（株）ブランド）

ＲＵＳ－５１ＪＴ（東京ガ
ス（株）ブランド：型式Ｋ
Ｇ－４０５ＳＣ）

( CO中毒 )

A201700750

2017-2267

2018/02/07

(事故発生地)

東京都

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、ガス栓との接続が不完全な状態
であったために、接続部から漏えいしたガスに
何らかの火源で引火し、火災に至った可能性が
考えられるが、事故発生直後の状態の当該製品
を確認できなかったことにより事故発生時の接
続状態を特定できなかったこと、ゴム管及びガ
スコードが局所的に著しい焼損に至るプロセス
を特定できなかったため、製品起因か否かを含
め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/19)迅速継手

（株）ターダ（現　（株）
ハーマン）

ＯＪ－０００

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0077

A201700782

2017-2335

2018/02/24

(事故発生地)

石川県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品の本体内部に出火の痕跡は認められ
なかったが、焼損が著しく、電源プラグ等の確
認できない部品があったことから、製品起因か
否かを含め、事故原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/03/02)石油給湯機

（株）ノーリツ

ＯＱＢ－３１０１Ｙ

( 火災 )

A201700783

2017-2365

2018/01/22

(事故発生地)

新潟県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（１７年６か月）かつ
海岸近傍に設置されていたことから、入ガスパ
イプ継ぎ手が塩分による影響で腐食が促進され
たため、亀裂が生じてガス漏れが発生し、漏れ
たガスに点火操作時のスパーク又は炎口部の燃
焼炎が引火して事故に至ったものと推定される
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/03/05)屋外式（ＲＦ式）ガス給
湯付ふろがま（都市ガス
用）

（株）ノーリツ

ＧＴ－１６２２ＳＡＷＸ

( 火災 )

A201700803

2017-2415

2018/03/02

(事故発生地)

山梨県

　当該製品を焼損し、周辺を汚損する火
災が発生した。

　当該製品は、ねじ穴の向きに加工不良があっ
た電磁ポンプが混入したため、アキュムレータ
ー固定板が斜めに開き、経年的にＯリングが一
部はみ出して油漏れが発生し、漏れ出した油に
引火して出火したものと推定される。

　製造事業者である（株）ノーリツでは、
量産前のテスト加工品が混入した可能性が
あると推定し、再発防止措置として、現在
は量産品と調整部品（試し加工品）の区別
を行うため、ダイカストボディに色付けを
行い、混入を防止する措置を取っている。

(受付:2018/03/12)石油給湯機付ふろがま

（株）ノーリツ

ＯＴＱ－４１５ＡＹＳ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0078

A201700814

2017-2436

2018/02/26

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生し、１名が死亡した。

　当該製品に異常燃焼や油漏れの痕跡は認めら
れず、事故発生時は燃焼状態であったと考えら
れることから、使用者が当該製品を消火せずに
カートリッジタンクを抜き、給油後に本体へ装
着する際に給油口蓋が開いて灯油がこぼれ、燃
焼中の炎が引火したものと考えられるが、事故
発生時の詳細な状況が不明のため、製品起因か
否かを含め、事故原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/03/16)石油ストーブ（開放式）

（株）コロナ

ＳＸ－Ｂ２１Ｙ

( 火災  死亡 )

A201700835

2018-0001

2018/03/07

(事故発生地)

静岡県

　当該製品を使用中、建物を全焼する火
災が発生した。

　当該製品はガソリンの誤給油により出火に至
った可能性が考えられるが、基板の大部分が焼
失して確認できなかったことから、製品起因か
否かを含め、事故原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/03/26)石油温風暖房機（開放式
）

（株）コロナ

ＦＨ－ＳＴ３６１６ＢＹ

( 火災 )

A201700837

2018-0002

2018/03/19

(事故発生地)

長野県

　当該製品を使用したところ、当該製品
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（１９年）による電磁
ポンプＯリングの劣化により、電磁ポンプから
漏れた灯油が排気集合筒内部にたまり、使用時
の熱で気化した灯油にバーナーの火が引火した
ため、排気集合筒内部で出火して排気集合筒と
熱交換器の接続部のシール材を溶融し、当該箇
所から燃焼排ガスが機器内部に漏れたことから
、電磁ポンプから漏れた灯油が付着した配線類
が焼損したものと推定される。

　再発防止策として、長府工産（株）では
２００９年以降に製造された製品には、使
用開始から１０年目にリモコン表示部にエ
ラーを表示させる仕組みとしている。　な
お、引き続き同様の事故発生について注視
していくとともに、必要に応じて対応を行
うこととする。

(受付:2018/03/27)石油給湯機付ふろがま

長府工産（株）

ＣＫＸ－４０２ＡＦ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0079

A201800031

2018-0130

2018/04/16

(事故発生地)

東京都

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、長期使用（２３年）により、自
動湯張り、たし湯及びたし水で湯又は水を浴槽
に供給する電磁弁からの水漏れにより、ガスパ
イプの腐食が促進されて穴が空き、ガス漏れが
発生し、点火時のスパークにより、機器内部に
滞留したガスに引火して火災に至ったものと推
定されるが、使用者が２週間前より調子が悪い
ことを知りながら使用を継続したことも事故発
生に影響したものと考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/04/24)屋外式ガス給湯暖房機（
都市ガス用）

（株）ノーリツ

ＧＴＨ－１６２ＡＷ

( 火災 )

A201800033

2018-0131

2018/04/10

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、周辺を焼損する火
災が発生した。

　当該製品の確認ができず、また詳細な使用状
況も不明のため、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/04/25)ガスこんろ（都市ガス用
）

（株）パロマ（タカラスタ
ンダード（株）ブランド）

ＴＮ５５ＷＶ６０ＣＢ（タ
カラスタンダード（株）ブ
ランド）

( 火災 )

A201800045

2018-0156

2018/04/23

(事故発生地)

宮崎県

　建物を全焼する火災が発生し、１名が
死亡、１名が軽傷を負った。現場に当該
製品があった。

　当該製品の焼損は著しく、器具栓がすべて溶
融していたため事故発生時の使用状況は不明で
あり、また、確認できない部品があったことか
ら、製品起因か否かを含め、事故原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/05/01)ガスこんろ（ＬＰガス用
）

（株）パロマ

不明

( 火災  死亡 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0080

A201800079

2018-0250

2018/04/16

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品の確認ができず、詳細な使用状況も
不明のため、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/05/22)屋外式（ＲＦ式）ガス給
湯付ふろがま（都市ガス
用）

（株）ガスター（リンナイ
（株）ブランド）

ＲＵＦ－ＶＳ１６０１ＳＡ
Ｔ－８０（リンナイ（株）
ブランド：型式ＲＵＦ－Ｖ

( 火災 )

A201800098

2018-0290

2018/04/10

(事故発生地)

東京都

　当該製品を装着していた他社製のバー
ナーを使用中、当該製品を焼損する火災
が発生した。

　当該製品のステムの取付穴が変形し、ガス漏
れが生じてバーナーの火が引火したものと考え
られるが、ステムの取付穴が変形した原因が不
明のため、製品起因か否かを含め、事故原因の
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/05/29)カセットボンベ

岩谷産業（株）

ＣＢ－２５０－ＯＲ

( 火災 )

A201800210

2018-0561

2018/07/07

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品のガスボンベ取付け部の固定ネジに
締め付け不良があったため、取付け部にすき間
が生じてガスが漏れ、バーナーの火が引火して
火災に至ったものと推定される。

　（株）旭製作所は、平成２６年１２月
１１日付けで新聞及びホームページに社告
を掲載し、固定ネジを規定トルクで締め付
け直した対策品との交換を実施している。

(受付:2018/07/18)ガストーチ

（株）旭製作所（岩谷産業
（株）ブランド）

ＣＢ－ＴＣ－ＣＰＲＯ３（
岩谷産業（株）ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0081

A201800299

2018-0796

2018/08/13

(事故発生地)

佐賀県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品のガスボンベ取付け部の固定ネジに
締め付け不良があったため、取付け部にすき間
が生じてガスが漏れ、バーナーの火が引火して
火災に至ったものと推定される。

　（株）旭製作所は、平成２６年１２月
１１日付けで新聞及びホームページに社告
を掲載し、固定ネジを規定トルクで締め付
け直した対策品との交換を実施している。

(受付:2018/08/20)ガストーチ

（株）旭製作所（岩谷産業
（株）ブランド）

ＣＢ－ＴＣ－ＣＰＲＯ３（
岩谷産業（株）ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0082

A201600019

2016-0064

2015/10/29

(事故発生地)

鳥取県

　当該製品を脚立として使用中、転落し
、負傷した。

　調査の結果、○使用者が当該製品に乗って作
業中、脚４本のうちの１本が破損してバランス
を崩して転倒し、骨盤を骨折した。○当該製品
の支柱が、最下段の踏ざんの付け根付近で破断
していた。○最下段の踏ざんは、上から過大な
力が加わって大きく変形した状態であった。○
支柱の破断部は、外側に向かって折れ曲がった
状態であった。○当該製品の支柱や踏ざんの板
厚寸法等を確認できず、当該製品が十分な強度
を有していたか判断できなかった。●使用者が
当該製品に乗って作業中に、バランスを崩して
転倒し事故に至ったものと推定されるが、当該
製品の板厚寸法等が不明であり、製品起因か否
かを含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/04/08)脚立（はしご兼用、アル
ミニウム合金製）

アルインコ（株）

ＭＲ２１０ＦＤ

( 重傷 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0083

A201600367

2016-1376

2016/09/23

(事故発生地)

東京都

　使用者（８０歳代）が道路に出ようと
したところ、当該製品が下りてきて挟ま
り、腰部を負傷した。

　○使用者は、ハンドル型電動車椅子（電動車
いす）に乗車して、当該製品のシャッターを全
開にしてリモコンをベストのポケットに入れた
後、シャッター直下で停止し、道路の安全確認
中に突然シャッターが降下し、首から両肩を押
され、腰椎を骨折したとの申出内容であった。
○事故後の現場検証では、当該製品の光電セン
サー（安全装置）、押しボタンスイッチ、リモ
コン及びシャッターの開閉動作に、事故につな
がる異常は認められなかった。○全開状態のシ
ャッターが電動車いすの操作盤上面まで下降す
るのに要する時間は、約１８秒であった。○当
該製品及び同等品の受信機等についてＥＭＣ試
験を行った結果、異常は認められなかった。○
使用者が所有しているリモコン以外にシャッタ
ーを降下させるリモコンと壁スイッチがあった
が、いずれも事故発生時は操作していなかった
。○当該製品は、シャッター直下の２本の光電
センサービームを遮る位置に電動車いすが停止
している場合、「閉」ボタンが押されてもシャ
ッターは下降しない構造であった。○被験者試
験の結果、ベストのポケットに入れたリモコン
のカバーが閉じた状態では再現しなかったが、
カバーが開いた状態で「閉」スイッチが入る事
例が確認された。さらに、ポケット内に異物が
あると、その形状と位置によりスイッチが入り
やすくなる傾向が認められた。●当該製品は、
電動車いすに乗車した使用者が道路の安全確認
時にシャッター直下で２本の光電センサービー
ムが通過する位置に偶然止まり、かつ、道路確
認時の手、足及び上半身の姿勢、ポケット内の
リモコンの位置及び向き並びに電動車いすの形
状等の複合的要因により、偶然「閉」スイッチ
が入ったために、安全装置が働かない状態でシ
ャッターが降下したことから事故に至ったもの
と考えられるが、事故発生時の詳細な状況等が
不明なため、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/10/11)電動シャッター（車庫用
）

（株）ＬＩＸＩＬ

Ｆタイプ

( 重傷 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0084

A201700133

2017-0143

2016/08/31

(事故発生地)

大阪府

　浴室内で当該製品をつかみながら介護
者が被介護者の介助を行っていたところ
、当該製品が外れ、被介護者が臀部を負
傷した。

　調査の結果、○介護者が当該製品をつかみな
がら被介護者の移動を補助していたところ、当
該製品が外れて介護者及び被介護者が転倒し、
被介護者が尾骨を骨折した。○当該製品は、片
方の取付ナットと取付座のねじ山が破損してい
た。○当該製品の他方の取付ナットと取付座の
ねじ山に異常は認められなかった。○同等品を
用いた強度試験において異常は認められず、片
側の取付ナットをほとんど締めない状態で荷重
を加えたところ、当該製品と同じ破損状態とな
った。●当該製品の強度に異常は認められない
ことから、片方の取付ナットが緩んだ状態で荷
重が加わったことでねじ山が破損して外れ、介
護者がバランスを崩した際に被介護者とともに
転倒したものと考えられるが、取付ナットが緩
んだ原因が不明のため、製品起因か否かを含め
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/08)手すり（浴室用）

（株）リラインス

７１０７－ＢＴＹＰＥ－Ｌ
６００／Ｗ

( 重傷 )

A201700202

2017-0688

2017/05/29

(事故発生地)

山梨県

　当該製品に着座中、当該製品の脚部の
側板からキャスター取付部が外れ、転倒
し、負傷した。

　当該製品は、使用中に脚部の側板中央ねじ穴
付近に発生していた亀裂が進展したため、側板
とベース部の接続部の強度が不足し、破損に至
ったものと考えられるが、亀裂の発生時期及び
原因が特定できず、事故発生時の詳細な使用状
況も不明のため、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/07/10)椅子（こたつ用）

（株）ニトリ

ＰＡＣ　ＬＢＲ

( 重傷 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0085

A201600141

2016-0524

2016/06/11

(事故発生地)

高知県

　当該製品で走行中、転倒し、左手首を
負傷した。

　調査の結果、○当該製品は、左グリップ、サ
ドル左側等に擦過痕が認められた。○フレーム
ハンガーにチェーンが脱落した痕跡は認められ
たが、車両にロックした痕跡は認められなかっ
た。○本体フレームに割れやゆがみ等はなく、
またチェーン等の部品に異常は認められなかっ
た。○走行試験において、ハンドル操作、ブレ
ーキの作動、通常のギヤ変速操作に異常は認め
られなかった。●当該製品にロックした痕跡が
確認できなかったことから、走行中にバランス
を崩して転倒したものと考えられるが、事故発
生時の詳細な状況が不明のため、製品起因か否
かを含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/06/22)自転車

ホダカ（株）

ＭＭＴ－１５－０１０

( 重傷 )

A201700060

2017-0195

2017/04/04

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品をこぎ始めたところ、転倒し
、左腕を負傷した。

　調査の結果、○交差点で信号待ちから発進す
る際、使用者が想定した以上にアシストが働き
、ハンドルが左に切れて転倒したとの申出内容
であった。○当該製品は、ブレーキレバーの変
形、ペダルや前ホークに擦過痕が確認されたが
、走行に支障を来す異常は認められなかった。
○事業者が実施した数名の実走による官能評価
では、アシスト機能は正常に機能しており、操
だ性、車輪の回転状況等、走行に支障を来す異
常は認められなかったが、アシスト機能の定量
的な測定は実施されなかった。○当該製品は現
在も使用者が使用していることから確認するこ
とができなかった。○事故発生時の詳細な状況
は不明であった。●当該製品は、走行に支障を
来す異常が認められなかったことから、発進時
にバランスを崩して転倒したものと考えられる
が、事故発生時の詳細な状況及びアシスト力の
定量的な情報を確認することができなかったこ
とから、製品起因か否かを含め、事故原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/04/28)電動アシスト自転車

パナソニック　サイクルテ
ック（株）

ＢＥ－ＥＮＴＸ６３Ｖ

( 重傷 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0086

A201700103

2017-0399

2017/04/28

(事故発生地)

大阪府

　使用者（７０歳代）が当該製品で走行
中、ハンドルがロックし、転倒、負傷し
た。

　調査の結果、○当該製品で走行中に突然ハン
ドルがロックしたため、溝にはまり転倒した。
○転倒直後、ハンドルは左右に切れる状態に戻
っていた。○当該製品のサークル錠とハンドル
ロック部分を分解して確認したが、動作に影響
する異常は認められなかった。○販売店の証言
によると、ハンドルロックを作動させるワイヤ
ーがハンドルロック部分付近で傷んでおり、一
部で保護チューブからワイヤー本体が見えてい
た。○当該製品の傷付いたワイヤーは、廃棄さ
れたため確認できなかった。○当該製品に正常
なワイヤーを取り付けて動作確認を行ったとこ
ろ、異常は認められなかった。○当該製品は、
ハンドルロックが走行可能な状態まで一旦解除
されると、走行中にハンドルロックが意図せず
作動することはない機構であった。●当該製品
のサークル錠とハンドルロック部分に異常は認
められず、ハンドルロックが走行可能な状態ま
で一旦解除されると走行中にハンドルロックが
意図せず作動することがない機構であったが、
ハンドルロックを作動させるワイヤーが廃棄さ
れたため確認できず、事故発生時の詳細な状況
が不明であるため、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/05/25)電動アシスト自転車

ヤマハ発動機（株）

ＰＭ２６ＮＬＳＰ

( 重傷 )

A201700123

2017-0463

2017/05/18

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品は、使用後に約１０
時間経過してから出火した。○当該製品は、自
宅の玄関先でカバーが掛けられた状態でバイク
の隣に駐輪されており、当該製品のバッテリー
パック周辺部、自転車カバー及びバイクカバー
が焼損した。○事故発生時は充電器と接続され
ていなかった。○バッテリーパックが著しく焼
損していたが、その他の電気部品に出火の痕跡
は認められなかった。○バッテリーパック内部
のリチウムイオン電池セルが焼損しており、電
池セルの４本に穴空き等の異常が認められたが
、既に解体されていたため極板が確認できなか
った。●当該製品は、バッテリーパックが著し
く焼損し、リチウムイオン電池セルに穴空きが
認められたが、外部からの延焼の可能性も考え
られることから、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/05)電動アシスト自転車

パナソニック　サイクルテ
ック（株）

ＢＥ－ＥＰＤ６３Ｓ

( 火災 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0087

A201700148

2017-0525

2017/06/02

(事故発生地)

神奈川県

　保護者が乳児（０歳）を背負い、幼児
２名（２歳、４歳）を当該製品に乗せた
状態で下り坂を走行中、ブレーキが利か
ず、壁に衝突、転倒し、保護者及び幼児
１名が重傷を負った。

　調査の結果、○使用者が乳児（０歳）を背負
い、前のチャイルドシートに幼児（２歳）、後
ろのチャイルドシートに幼児（４歳）を当該製
品に乗せ、コンクリートで舗装された急な下り
坂を走行中、ブレーキが全く利かず、人を避け
たところ、坂を下りきった地点で、左側の民家
の壁に衝突した。○使用者は、ふだん当該製品
で子供の送迎をしている家人から、事故発生時
の乗車前にブレーキが利かないと聞いていた。
○前ブレーキのブレーキシューは、正常な取付
け位置で異常摩耗等も認められなかった。○後
ブレーキの内部に破損等の異常は認められなか
った。○後輪のブレーキレバーは、引くとハン
ドルグリップに接触する状況であった。○ＪＩ
Ｓ　Ｄ　９２０１（自転車－制動試験方法）に
準じた方法で後ブレーキの制動距離を測定した
結果、制動距離（１２．４ｍ）はＢＡＡの基準
値（１０ｍ）を超えており、ブレーキワイヤー
の緩みを調整すると、制動距離（７．９ｍ）は
基準値以内になったが、ブレーキワイヤーが緩
んだ原因は特定できなかった。○前輪リムは全
体が変形しており、前ブレーキの制動距離及び
前後同時に制動を掛けたときの制動距離につい
ては測定できておらず、不明であった。○後ブ
レーキのインナーワイヤーにずれ等の異常は認
められず、アウターワイヤーにも変形や屈曲等
は認められなかった。○当該製品は、９か月前
に購入してから一度も販売店での点検は受けて
おらず、販売店での納車時の整備状況は確認で
きなかった。●当該製品は、後ブレーキのブレ
ーキワイヤーが緩み、制動力が低下していたが
、使用者が乗車前にブレーキの制動力を確認せ
ずに乗車し、急な下り坂を下ったため、事故に
至ったものと推定されるが、前ブレーキの制動
力が確認できず、またブレーキワイヤーが緩ん
でいた原因が不明であることから、製品起因か
否かを含め、事故原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/16)電動アシスト自転車

ヤマハ発動機（株）

Ｘ９５７－１０１４６２６

( 重傷 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0088

A201700150

2017-0415

2017/05/04

(事故発生地)

大阪府

　当該製品からバッテリーを取り外して
充電中、当該製品の充電器を焼損する火
災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、充電器の二次側
コードが焼損しており、コードの被覆がほとん
ど焼失していた。○充電器の二次側コードは、
数箇所で断線しており、プロテクター根元部分
の被覆が破れて半断線状態であり、芯線に溶融
痕が認められた。○充電器の二次側コードから
バッテリーへの充電回路には、電流ヒューズ等
の保護回路は付いていなかった。○充電器本体
及び一次側コードに断線等の異常は認められな
かった。○バッテリー内部を確認した結果、
２４Ｖの内蔵鉛蓄電池（１２Ｖ×２直列）や内
部配線に異常は認められなかった。●当該製品
は、充電器の二次側コードのプロテクター部分
で被覆が破れて芯線が短絡し、バッテリー側か
ら二次側コードに電流が流れて異常発熱したこ
とで被覆が焼損に至ったものと推定されるが、
詳細な使用状況が不明であり、製品起因か否か
を含め、被覆が破れた原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/19)電動アシスト自転車

日本タイガー電器（株）

Ｂｉｃｙｃｌｅ－２０６ａ
ｓｓｉｓｔ－２０Ｘ
２０７１

( 火災 )

A201700223

2017-0732

2017/07/10

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品で走行中、後輪がロックし、
転倒、負傷した。

　調査の結果、○使用者が走行中に当該製品の
変速操作をしたところ、車輪がロックして前の
めりに転倒した。○当該製品は、前輪のスポー
クが１本折損しており、前輪に回転とは逆向き
の大きな力が加わった痕跡が認められた。○当
該製品は、チェーンが変速装置から外れてロッ
クしていたが、後輪はロックしていなかった。
○当該製品は、ギアを５段目から６段目に切り
替える際にチェーンを逆回転させた後で正回転
させると、変速機の隙間にチェーンが挟まった
が、後輪はロックしなかった。○取扱説明書に
は、「ペダルを止めたままや逆回転させながら
ギアをシフトすると、故障の原因になる。」、
「ペダルを強く踏みながらシフトしたり、一気
に２段以上シフトするとチェーンが外れて転倒
する恐れがある。」旨、記載されている。●当
該製品は、前輪のスポークが破損していること
と、後輪にロックの痕跡が認められないことか
ら、前輪に回転とは逆向きの大きな力が加わっ
たためバランスを崩して転倒したものと推定さ
れるが、事故発生時の詳細な状況が不明のため
、製品起因か否かを含め、事故原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/07/19)自転車

アサヒサイクル（株）

Ｔ６６ＪＷＡ

( 重傷 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0089

A201700426

2017-1430

2017/10/06

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品で走行中、前輪が外れ、転倒
し、負傷した。

　調査の結果、○当該製品で車道から歩道への
数センチの段差を上がるときに前輪が外れ、負
傷した。○事故現場から当該製品の前輪のクイ
ックレリーズレバーは回収されておらず、前輪
の保持性能、操作力及び解除力を確認できなか
った。○当該製品の前輪に同型式のクイックレ
リーズレバーを使用し、前輪の保持性能、操作
力及び解除力を測定した結果、ＪＩＳ基準を満
たしていた。○前ホークつめ部内側にハブ軸ね
じ山による圧痕が、前ホークつめ部側面に圧縮
痕が認められた。○前ホークに「乗る前に車輪
の固定を確認する。」旨の注意ラベルが貼付さ
れていた。●当該製品は、前輪のクイックレリ
ーズレバーの固定が不十分であったために前輪
の固定力が低下し、前輪のクイックレリーズレ
バーが脱落して前輪が外れ、事故に至ったもの
と推定されるが、前輪のクイックレリーズレバ
ーを確認できなかったことから、製品起因か否
かを含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/16)自転車

（株）ジャイアント

ＥＳＣＡＰＥ－Ｒ
３　２０１７年モデル

( 重傷 )

A201700459

2017-1521

2017/10/16

(事故発生地)

大阪府

　当該製品で走行中、転倒し、胸部を負
傷した。

　調査の結果、○使用者が当該製品に乗車して
下り坂を走行中、サドルが突然傾いたためバラ
ンスを崩してハンドルを取られ、さくに激突し
てろっ骨を折った。○使用者の証言では、当該
製品は、事故発生後にサドルとシートポストの
締結部のナットが緩んでいたとのことであった
。○使用者は、当該製品のサドルとシートポス
トの締結部のナットが緩んでいることを知らず
に乗車した。○当該型式品のサドルとシートポ
ストの締結は、部品同士の複数の爪が円周上で
かみ合い、ナットで締め付けられる機構であっ
た。○同等品は、締結部のナットが緩むと爪の
かみ合いが弱くなり、サドルが傾いた。●当該
製品は、サドルとシートポストを固定する締結
部のナットが緩んだことで爪のかみ合いが弱く
なったため、走行中にサドルが傾いたと考えら
れるが、詳細な使用状況が不明のため、製品起
因か否かを含め、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/30)電動アシスト自転車

日本タイガー電器（株）

Ｂｉｃｙｃｌｅ－４５７ａ
ｓｓｉｓｔ－ｗｈｉｔｅ

( 重傷 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0090

A201700502

2017-1515

2017/10/16

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を充電後、当該製品を焼損し
、周辺を汚損する火災が発生した。

　当該製品は、バッテリーパック内部のリチウ
ムイオン電池セルが内部短絡したため、異常発
熱して出火したものと推定されるが、電池セル
の焼損が著しく、内部短絡した原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/14)電動立ち乗り二輪車

（株）直村企画

ＮＰ－ＢＷＳ

( 火災 )

A201700512

2017-1628

2014/10/23

(事故発生地)

東京都

　当該製品で走行中、ハンドルが破損し
転倒、左肩を負傷した。

　当該製品は事故発生時の状態が失われており
、破損した部品の詳細も特定できないことから
、具体的な調査ができず、製品起因か否かを含
め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/17)自転車

（株）ジャイアント

ＣＩＴＹ－ＳＴＯＲＭ（
２００７年モデル）

( 重傷 )

A201700513

2017-1629

2016/09/11

(事故発生地)

東京都

　当該製品で走行中、サドルが破損し転
倒、腰を負傷した。

　当該製品は、サドルの前側に加えられた荷重
によって、サドルの舟線が変形して亀裂が生じ
、使用中に亀裂が進展して破断に至ったものと
考えられるが、当該製品の詳細な使用状況が不
明のほか、サドルの舟線に異常がなかったかを
確認できなかったことから、製品起因か否かを
含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/17)自転車

（株）ジャイアント

ＣＩＴＹ－ＳＴＯＲＭ（
２００７年モデル）

( 重傷 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0091

A201700637

2017-1886

2017/12/22

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品のバッテリーを充電中、当該
製品のバッテリー及び周辺を焼損する火
災が発生した。

　当該製品のバッテリー内部のリチウムイオン
電池セルから出火したものと推定されるが、焼
損が著しく、出火に至った原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/05)電動アシスト自転車

（株）カイホウジャパン

ＫＨ－ＤＣＹ０１

( 火災 )

A201700659

2017-0913

2017/07/17

(事故発生地)

大阪府

　当該製品で走行中、サドル部が破損し
、転倒、脚を負傷した。

　当該製品は、事故発生以前に転倒等で強い衝
撃が加わったことでシートポストのやぐらに亀
裂が生じ、その後の使用に伴う疲労破壊で破断
に至ったものと推定されるが、購入時に直営の
販売店が取り付けた非正規のシートポストとの
因果関係や、詳細な使用状況が不明のため、製
品起因か否かを含め、事故原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/17)自転車

アニマト（株）

７００Ｃピスト

( 重傷 )



　製品区分：　06.身のまわり品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0092

A201700180

2017-0621

2017/05/21

(事故発生地)

千葉県

　ゴルフ練習場で当該製品を肩に掛けて
階段を下りていたところ、当該製品のフ
ックが破損し、バランスを崩して転倒し
、脚を負傷した。

　当該製品は、フックの強度が規定されておら
ず、強度の確認も行われていなかったことから
、通常使用に耐えられない強度の低いフックが
使用されたため、使用時に加わる荷重にフック
が耐えきれなくなり、事故に至ったものと推定
される。

　再発防止策として販売事業者である（株
）ＴＳＩグルーヴアンドスポーツは、
２０１７年６月１５日から自主回収を開始
し、ショルダーベルトの交換を行っている
。

(受付:2017/06/29)かばん（ゴルフ用）

（株）ダコルド（（株）Ｔ
ＳＩグルーヴアンドスポー
ツブランド）

２６２－６９８０８０１（
（株）ＴＳＩグルーヴアン
ドスポーツブランド）

( 重傷 )

A201700541

2017-1701

2017/11/13

(事故発生地)

山口県

　使用者（８０歳代）が当該製品を引い
て階段を上がろうとしたところ、当該製
品のフレームが抜けて転倒、負傷した。

　当該製品は、ハンドル側のフレーム先端に車
軸を通してフレームを固定する構造であるが、
フレーム先端が車軸で固定されていなかったた
め、使用者が当該製品を引いた際にハンドルの
みが持ち上がり、ハンドル側のフレームが荷台
から抜けたものと推定される。

　再発防止措置として、（株）幸和製作所
は、在庫品の全数点検を実施し、フレーム
が抜ける等の異常がないことを確認した。
また、引き続き同様の事故発生について注
視していくとともに、必要に応じて対応を
行うこととする。

(受付:2017/12/01)ショッピングカート

（株）幸和製作所

ＣＲＳ０５－ＢＫ

( 重傷 )



　製品区分：　07.保健衛生用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0093

A201600688

2016-2230

2017/01/23

(事故発生地)

大分県

　当該製品を詰め替えていたところ、内
容物がこぼれて左足を負傷した。

　調査の結果、○使用者は、髪染め用のビニー
ル手袋を使って、こたつの上で３個を詰め替え
、玄関に３個まとめて持って行こうとしたとき
に、１個をパジャマとこたつ布団にそれぞれ半
分程度こぼし足にも液がついた。○当該製品は
、パラフィン系炭化水素が主成分の製品であり
、製品箱には「皮膚についた場合はすぐにせっ
けんをつけて水で十分洗い流す。衣服についた
場合は、皮膚につく可能性があるのですぐに脱
ぐ。」旨、記載されていた。○使用者はすぐに
パジャマを脱ぎ、風呂場で足を石けんで洗い入
浴した。事故当日は皮膚の異常はなかった。○
使用者は、こたつ布団（綿入り）は外に出して
天日干しし、パジャマ、敷き布団及びこたつ布
団カバーはすぐに洗って乾かした。○翌日、使
用者は、こたつで寝ていたところ、前日干した
こたつ布団（綿入り）がぬれており、パジャマ
のゴムの部分等がびっしょりぬれているのに気
がついた。ぬれている箇所は特ににおいはしな
かったが、痛みを感じ、見ると左足の腿からひ
ざ裏まで水ぶくれが８か所できていた。○当該
製品は、使用者が全量こぼしているため入手で
きなかった。使用者から送付されてきたガラス
瓶に入った液及び未開封の詰め替え品の色調、
香調及びＩＲスペクトルを標準試料と比較した
結果、製品規格に適合していた。●当該製品の
内容液が付着したことにより負傷した可能性が
考えられるが、当該製品を入手できず、内用液
をこぼしたあとの処理状況の詳細が不明である
ことから、製品起因か否かを含め、事故原因の
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/02/16)芳香剤

仙台小林製薬（株）

なし

( 重傷 )



　製品区分：　09.乳幼児用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0094

A201700112

2017-0419

2017/03/31

(事故発生地)

東京都

　幼児（１歳）が当該製品につかまり立
ちしていたところ、当該製品の穴に右腕
が挟まり、負傷した。

　当該製品は、ベース内部にボールを通過させ
る穴が設けられており、当該部位に幼児の前腕
が挟まることを防止するための安全対策が施さ
れていたが、幼児の手が穴の奥に入る構造であ
ったため、幼児が穴に腕を入れた際に抜けなく
なり、事故に至ったものと考えられるが、保護
者が、幼児が当該製品で遊んでいるときに目を
離したことも事故発生に影響したものと推定さ
れる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/05/29)玩具（ベビージム）

マテル・インターナショナ
ル（株）

ＣＣＢ７０

( 重傷 )

A201700246

2017-0922

2017/07/13

(事故発生地)

北海道

　当該製品を机に置いたところ、当該製
品が破損し、手を負傷した。

　調査の結果、○当該製品は全体的に中小片状
又は粉状に割れ、破断は底面から上方に向かっ
て進展していた。○当該製品に熱によるひずみ
は認められなかった。○当該製品の底部から５
ｍｍ上の位置に破断の起点が認められ、当該製
品の表面側から内側方向に破断した状態であっ
た。○起点部の表面側には傷が認められた。●
当該製品の外表面に傷が入っていたため、机に
置いた際の衝撃で破損した可能性が考えられる
が、事故発生以前の取扱状況及び外表面に傷が
入った原因が不明であり、製品起因か否かを含
め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/07/31)哺乳瓶

コンビ（株）

くまのプーさん　２００ｍ
ｌ

( 重傷 )


